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今月の見どころ

「ほんのかすかなこえにみみをすませてみよ
うか」というテーマで描かれた色彩豊かな絵
画が市立図書館キッズライブラリーに誕生し
ました♪
絵本作家荒井良二さんが描いてくれました。
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◆
震
災
復
興
計
画
に
基
づ
く
主
要
な
施
策

1
　
生
活
再
建
と
産
業
の
再
興

・
生
活
再
建
の
う
ち
、
最
優
先
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
住
宅
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
来
年
の

お
正
月
を
新
居
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
宮
内
地
区

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

年
度
内
の
完
了
を
目
指
し
て
宮
内
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
の
工
事
を
進
め
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

の
現
地
再
建
を
後
押
し
し
ま
す
。

・
産
業
の
再
興
に
つ
い
て
は
、
各
種
補
助
制
度
な

ど
の
積
極
的
な
情
報
発
信
や
個
別
相
談
な
ど
に
よ

り
、
既
存
事
業
者
の
現
地
復
旧
を
後
押
し
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
企
業
の
誘
致
に
よ
り
、
投
資
の

促
進
と
雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

・
津
波
復
興
拠
点「
さ
ん
み
ら
い
多
賀
城
・
復
興

団
地
」に
立
地
す
る
企
業
の
建
築
工
事
が
円
滑
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
各
種
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、

誘
致
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

2
　
災
害
に
対
応
し
た
安
全
安
心
確
保

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
防
災
関
連
情
報
を
活

用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
支
援

し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
概
念
の
定
着
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

・
緊
急
避
難
路
、
物
流
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
清
水
沢
多
賀
城
線
、
笠
神
八
幡
線
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

・
公
共
下
水
道（
雨
水
）事
業
に
つ
い
て
は
、
雨
水

全
体
計
画
に
お
け
る
雨
水
ポ
ン
プ
施
設
な
ど
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

3
　
震
災
経
験
の
伝
承
と
ま
ち
の
魅
力
度
向
上

・
震
災
体
験
と
震
災
の
記
録
を
未
来
へ
と
繋
ぐ
た

め
に
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
と
連
携

し
作
成
し
た
、
史
都
多
賀
城
防
災
・
減
災
ア
ー
カ

イ
ブ
ス「
た
が
じ
ょ
う
見
聞
憶
」な
ど
の
取
り
組
み

を
外
部
に
向
け
て
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

・
多
賀
城
駅
周
辺
に
お
け
る「
史
都
・
市
心
の
整

備
」に
つ
い
て
は
、
駅
前
広
場
や
公
園
な
ど
を
整

備
し
、
人
々
が
集
い
、
憩
え
る
公
共
空
間
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

◆�

第
五
次
多
賀
城
市
総
合
計
画
に
基
づ
く

主
要
な
施
策

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
災
害
対
策
の
推
進

・
登
録
型
防
災
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム「
た
が

じ
ょ
う
安
心
メ
ー
ル
」に
つ
い
て
、
広
く
市
民
に

周
知
す
る
と
と
も
に
、
防
災
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン

ツ
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

・
地
域
に
お
け
る
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
、
消

防
団
へ
の
入
団
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団

指
揮
車
を
配
備
し
、
装
備
を
強
化
し
ま
す
。

・
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
総
合
防
災
訓
練
に
つ

い
て
は
、
実
施
内
容
の
検
証
と
、
よ
り
実
効
性
の

あ
る
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

・
雨
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
種
交
付
金
な
ど
を

活
用
し
、
雨
水
ポ
ン
プ
施
設
や
雨
水
貯
留
施
設
、

雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
お
よ
び
、
既
存
施
設
の
長

寿
命
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
市
民
や
事
業

者
が
雨
水
流
出
抑
制
の
た
め
、
貯
留
タ
ン
ク
や
浸

透
枡
を
整
備
し
た
場
合
の
費
用
に
対
す
る
補
助
制

度
を
創
設
し
ま
す
。

●
防
犯
対
策
の
推
進

・
移
転
、
新
築
し
た
多
賀
城
駅
前
警
察
官
立
寄
所

の
運
営
や
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
維
持
管
理
費
助
成
等

に
よ
り
多
賀
城
駅
前
の
犯
罪
抑
止
を
図
る
と
と
も

に
、
多
賀
城
駅
前
へ
の
交
番
の
誘
致
に
つ
い
て
働

き
か
け
ま
す
。

　平成28年度は、震災復興計画に位置付ける「再生期」の3年度目に当たるとともに、第五次
多賀城市総合計画の後期基本計画のスタートの年であります。また、多賀城駅周辺における中
心市街地整備事業が集大成を迎え、文化を基軸とした新たなまちづくりが始まる年でもあるこ
とから、震災復興の次のステージである「発展期」に向けた取り組みを推進してまいります。復
興まちづくりをさらに加速し、創造的復興を遂げたまちと言われるよう、全力で取り組んでま
いりたいと考えております。

（平成28年度第一回市議会定例会における、菊地市長の施政方針演説より抜粋）
全文は情報公開コーナーまたは市ホームページに掲載しています。

平成28年度施政方針

にぎわいの絶えない
　新たなまちづくりのスタート
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●
安
全
な
消
費
生
活
の
確
保

・
多
様
化
す
る
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
適
切

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、「
消
費
者
講
座
」「
出
前

講
座
」を
開
催
し
、
消
費
者
問
題
に
対
す
る
啓
発

に
努
め
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策
の
推
進

・
交
通
規
則
や
マ
ナ
ー
遵
守
の
意
識
向
上
を
図
る

た
め
、交
通
安
全
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、学
校
、

地
域
お
よ
び
警
察
の
協
力
に
よ
る
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
す
。

●
交
通
環
境
の
充
実

・
道
路
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
定
期
点
検
の
実
施
、
既
存
道
路
の
舗
装
補

修
工
事
お
よ
び
橋
梁
の
補
修
・
補
強
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

・
バ
ス
運
行
事
業
は
、
現
在
の
運
行
を
継
続
し
、

利
用
促
進
お
よ
び
中
心
市
街
地
や
災
害
公
営
住
宅

の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
た
交
通
体
系
の
見
直
し
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

●
市
域
の
整
備

・
景
観
計
画
に
基
づ
き
、
歴
史
的
・
自
然
的
景
観

と
調
和
し
、
心
地
よ
い
住
環
境
や
温
か
み
の
あ
る

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で「
1
歳
児
育
児
体
験
事
業
」を

実
施
し
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
個
別
健
診
を
実

施
し
、
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
の
充
実

・
新
築
、
移
転
す
る
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
土
日
、
祝
日
も
開
館
し
、
さ
ら
に
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
新
た
に「
一

時
預
か
り
事
業
」「
利
用
者
支
援
事
業
」を
開
始
し

ま
す
。

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延
長
や
過
密
化
解

消
へ
の
整
備
を
行
い
、
指
定
管
理
に
よ
る
一
体
的

な
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
対
象

年
齢
を
小
学
6
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
推
進

・
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
医
療
や
予
防
、
生
活
支
援
、
住

ま
い
が
包
括
的
に
提
供
さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

・「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」を

実
施
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
サ
ー
ビ

魅
力
的
な
街
並
み
景
観
を
形
成
す
る
た
め
、
公
園

整
備
や
都
市
緑
化
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

●
中
心
市
街
地
の
整
備

・
多
賀
城
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
文
化
交
流

拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
質
の
高
い
公
共
空
間
を

形
成
す
る
た
め
、
駅
前
広
場
や
公
園
な
ど
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
同
地
域
に
進
出
す
る
小
売

店
や
飲
食
店
な
ど
の
初
期
投
資
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

●
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給

・
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
お
よ
び
災
害
時
の
安

定
供
給
に
向
け
て
、
水
道
施
設
の
更
新
な
ど
を
行

う
ほ
か
、
有
収
率
の
向
上
に
資
す
る
漏
水
防
止
対

策
を
図
り
ま
す
。

元
気
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
地
域
福
祉
の
推
進

・
災
害
時
に
支
援
を
要
す
る
方
に
対
す
る
、
地
域

で
の
共
助
に
よ
る
支
援
体
制
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
県
外
法
人
と
の
福
祉
避
難
所
に

係
る
協
定
締
結
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
満
1
歳
を
迎
え
た
親
子
を
対
象
に
、
子
育
て
サ

ス
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
障
害
者（
児
）福
祉
の
推
進

・
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
支
援
給
付

事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
自
立
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
効
果
的
に
提
供
す
る
た
め
、
相
談
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
社
会
保
障
等
の
充
実

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
支
援
の
ほ

か
、
仮
設
住
宅
の
解
消
に
伴
う
入
居
者
の
生
活
再

建
に
つ
い
て
、
き
め
細
か
く
支
援
し
ま
す
。

・
震
災
で
被
災
し
た
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険

の
被
保
険
者
に
対
し
て
、
引
き
続
き
医
療
費
の
一

部
負
担
金
お
よ
び
介
護
保
険
利
用
者
負
担
金
の
免

除
を
実
施
し
ま
す
。

歴
史
・
文
化
を
継
承
し
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち

●�

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の

向
上

・
全
て
の
中
学
校
区
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
お
よ
び
、
全
て
の
小
学
校

に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
推

進
事
業
の
拡
充
を
図
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
に
よ
る
協
働
教
育
の
深
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
学
校
教
育
の
充
実

・
い
じ
め
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
防
止
対

策
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
よ
り
一
層
の
防
止
に
努

め
ま
す
。

・
城
南
小
学
校
校
舎
の
長
寿
命
化
改
良
事
業
を
継

続
す
る
ほ
か
、
各
小
学
校
・
中
学
校
施
設
の
修
繕

や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
機
器
更
新
な
ど
を

計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。
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●
生
涯
学
習
の
推
進

・
多
賀
城
駅
前
に
移
転
す
る
市
立
図
書
館
に
つ
い

て
は
、
3
6
5
日
、
午
後
9
時
30
分
ま
で
開
館

し
ま
す
。

・
文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
る
第
2
期
と
し
て
深
化
を
目
指
し
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た「
学
び
」や「
芸
術
文
化
」

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
市
民
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
推
進

・
平
成
29
年
度
に
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

●
文
化
財
の
保
護
と
活
用

・
多
賀
城
跡
が
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
50
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、企
画
展
示
を
実
施
し
ま
す
。

環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
ま
ち

●
環
境
と
の
共
生

・
保
育
所
や
小
学
校
、
地
区
集
会
所
な
ど
を
会
場

に
、
環
境
出
前
講
座
を
開
催
す
る
ほ
か
、
小
学
4

年
生
へ
環
境
副
読
本
を
配
布
し
、
エ
コ
ラ
イ
フ
の

形
成
を
図
り
ま
す
。

●
生
活
環
境
の
保
全

・
市
内
の
環
境
を
守
る
た
め
、
騒
音
や
環
境
放
射

交
流
人
口
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

心
が
か
よ
う
地
域
の
絆
を
育
む
ま
ち

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

・
被
災
自
治
会
・
町
内
会
を
対
象
と
し
た
地
域
支

援
員
を
増
員
し
て
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
者
と
既
存
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
関
係
構
築
や
自
治
活
動
の
再
生
を
支
援

し
ま
す
。

●
市
民
活
動
の
充
実

・
多
賀
城
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の「
T
A
G
A
Y
A
S
U
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲

げ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、
若
者
の
活
動

が
輝
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
を
支
援
し
ま
す
。

●
開
か
れ
た
市
政
の
推
進

・
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
の
活
用
お
よ
び
報
道
機
関
な
ど
多
様
な
メ

デ
ィ
ア
を
通
し
て
、
迅
速
か
つ
積
極
的
な
情
報
発

信
に
努
め
ま
す
。

理
解
と
信
頼
で
進
め
る
自
立
し
た
ま
ち

●
適
正
な
事
務
の
執
行
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
本
年
1
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
る
マ
イ
ナ

線
量
な
ど
の
調
査
測
定
を
定
期
的
に
行
う
ほ
か
、

周
辺
の
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
市
内

の
空
き
家
解
消
お
よ
び
増
加
防
止
の
た
め
の
対
策

を
検
討
し
ま
す
。

●
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

・
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
継
続
し

て
協
力
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
回
収
方
法
の
検

討
、
希
少
金
属
の
再
資
源
化
を
推
進
し
ま
す
。

集
い
　
つ
な
が
り
　
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

●
農
業
の
振
興

・
今
年
度
に
着
工
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
大
区

画
ほ
場
整
備
事
業
お
よ
び
宝
堰
用
水
路
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
換
地
原
案
を
作
成
し
地
元
の
合
意

形
成
を
図
り
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

・
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
に
よ
る
安
定
的
な

雇
用
創
出
を
図
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
就
労
支
援
に
努
め
ま
す
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
市
へ
寄
附
し
て
い

た
だ
い
た
方
へ
の
御
礼
の
品
と
し
て
、
市
の
物
産

品
を
積
極
的
に
活
用
し
、
商
工
業
や
農
業
な
ど
の

地
元
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
企
業
誘
致
の
推
進

・
復
興
特
区
制
度
に
よ
る
税
制
優
遇
措
置
や
立
地

条
件
の
優
位
性
を
最
大
限
に
P
R
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
企
業
集
積
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

・
み
や
ぎ
復
興
パ
ー
ク
内
で
減
災
事
業
に
取
り
組

む
事
業
者
に
対
し
、
入
居
費
用
の
一
部
補
助
を
継

続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
減
災
技
術
の
開
発
に
取

り
組
む
企
業
の
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

・
多
賀
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
に
合
わ
せ

て
観
光
案
内
板
を
整
備
す
る
ほ
か
、
新
た
な
観
光

資
源
発
掘
や
既
存
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
に
よ
る

ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
の
厳
格
な
保

護
と
円
滑
な
運
用
に
よ
り
、
市
民
の
利
便
性
向
上

と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

●
組
織
・
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
復
興
の
本
格
化
に
伴
う
膨
大
な
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
全
国
自
治
体
に
対
し
、
引
き
続
き
職
員

派
遣
協
力
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
再
任
用
制
度

を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
事
制
度
を
活
用

し
、
人
材
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
経
営
の
推
進

・
行
政
評
価
、
予
算
編
成
、
定
員
管
理
お
よ
び
育

成
評
価
が
連
動
し
た
行
政
経
営
の
基
本
シ
ス
テ
ム

の
運
用
に
よ
り
、
事
務
事
業
の
選
択
と
集
中
を
促

進
し
ま
す
。

・
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
と
し
て
、
東
北
歴
史

博
物
館
を
会
場
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る「（
仮

称
）東
大
寺
展
」の
開
催
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま

す
。

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当

内
線
2
1
2
～
2
1
4

たがじょう安心メール

　登録を行うと、市内および周辺地域の地
震情報や防災情報（避難指示など防災無線
から発する情報）他を、市外にいてもメール
で受け取ることができます。
　QRコードを読み取るか、宛先を指定して
メールを送信後、届いた登録
確認メールに返信するだけで
登録完了です。
　詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。
問／☎0120-47-3712
� （フリーダイヤル）
担当／交通防災課消防防災係

anshin1
いち
-entry

＠tagajo.e-msg.jp
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平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、
震
災
以

降
、
復
旧
・
復
興
分
と
通
常
収
支
分
に

区
分
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
復
旧
・
復
興
分
で
は
、
宮
内
地
区
災

害
公
営
住
宅
整
備
事
業
の
ほ
か
、
高
齢

者
見
守
り
事
業
や
自
治
会
・
町
内
会
再

生
事
業
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

支
援
に
関
す
る
経
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
通
常
収
支
分
で
は
、
創
造
的

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
多
賀
城
駅
北

側
に
移
転
し
た
市
立
図
書
館
や
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
な
ど

に
関
す
る
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
震
災
の
影
響
に
よ
る
大
幅

な
市
税
の
減
収
か
ら
徐
々
に
回
復
基
調

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
、
震
災
前
の
家
屋
棟
数
ま
で

回
復
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
国
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
27

年
度
で
完
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
大
幅

に
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

本
年
度
は
、
財
政
経
営
の
軸
足
を

除
々
に
震
災
以
前
の
状
態
へ
切
り
替
え

て
い
く
初
年
度
と
位
置
付
け
、
持
続
可

能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
も
、
将
来
を
見
据
え
、
事
務
事

業
を
評
価
・
精
査
し
、
安
定
的
な
財
政

経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
／
市
長
公
室
財
政
経
営
担
当　

内
線
2
1
5
、
2
1
6

◆平成28年度各会計予算
会計区分 平成28年度当初予算 平成27年度当初予算 対前年度比

増減額 増減率
一 般 会 計 270億6,000万円 291億2,000万円 ▲20億6,000万円 ▲7.1％
特 別 会 計 215億2,800万円 260億2,900万円 ▲45億100万円 ▲17.3％

災 害 公 営 住 宅 整 備 事 業 20億1,300万円 101億100万円 ▲80億8,800万円 ▲80.1％
国 民 健 康 保 険 72億3,600万円 73億7,700万円 ▲1億4,100万円 ▲1.9％
後 期 高 齢 者 医 療 5億8,000万円 5億6,200万円 1,800万円 3.2％
介 護 保 険 40億円 37億7,800万円 2億2,200万円 5.9％
下 水 道 事 業 76億9,900万円 42億1,100万円 34億8,800万円 82.8％

企 業 会 計（ 水 道 事 業 ） 24億5,900万円 24億4,300万円 1,600万円 0.7％
総 　 　 額 510億4,700万円 575億9,200万円 ▲65億4,500万円 ▲11.4％

予算総額 510億4,700万円、対前年度 11.4パーセント減
一般会計 270億6,000万円、対前年度  7.1パーセント減
一般会計のうち復旧・復興分の予算額は約58億円

「通常収支分」については過去最大規模であった平成27年度と比べ減少しました。
○通常収支分…東日本大震災による特殊な要因として区分した復旧・復興事業分を除いた予算
○復旧・復興分…東日本大震災により取り組むこととなった事業や復興関連の財源を活用して行う事業などの予算

◆平成28年度の主な事務事業
1　災害公営住宅・宮内関連事業
★宮内地区災害公営住宅整備事業 19億2,871万7千円
★宮内地区被災市街地復興土地区画整理事業  5億7,189万8千円
★同　関連効果促進事業 3,756万4千円

2　被災者支援関連事業
★災害公営住宅における高齢者見守り事業 1,052万4千円
★被災自治会・町内会再生事業  1,792万円

3　事業者支援関連事業
★商業機能集積補助事業 1,000万円
★減災技術創出・集積促進事業 371万8千円

4　津波復興拠点事業
★多賀城市津波復興拠点整備事業  3億3,409万2千円

5　文化交流拠点関連事業�
市立図書館管理運営事業 3億853万7千円

6　多賀城駅周辺関連事業　
多賀城駅周辺土地区画整理事業 6,727万7千円
多賀城駅周辺土地区画整理関連事業  3億637万9千円

7　社会基盤整備関連事業
雨水流出抑制施設整備事業（総合治水対策事業） 200万円
★緊急避難路・物流路（清水沢多賀城線）整備事業 12億1,728万円
★緊急避難路・物流路（笠神八幡線）整備事業　 8億737万円
城南小学校大規模改造事業（長寿命化改良工事） 6億7,045万9千円

8　防災対策関連事業
★避難所標識等設置事業　  135万円
★多賀城防災緑地整備事業 1億2,255万円

9　子育て支援関連事業
1歳児育児体験事業 88万円
子育てサポートセンター運営管理事業 4,081万1千円
児童館運営管理事業 4,331万7千円
放課後児童健全育成事業 9,625万円

10　学校支援関連事業
多賀城学習個別支援事業 662万4千円
スクールソーシャルワーカー活用事業 470万9千円
いじめ防止対策事業 21万5千円
小・中学校環境整備事業 881万5千円

11　高齢者支援関連事業
地域介護予防活動支援事業 628万9千円
介護予防普及啓発事業 339万9千円
介護予防・生活支援サービス事業 6,600万5千円

12　その他の事業
新地方公会計推進事業 3,083万4千円
友好都市交流推進事業 208万5千円

（復旧・復興事業は★印）

平成28年度　当初予算のあらまし
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■一般会計補正予算（第9号）
� 単位（千円）

会計区分 補正前の額 補正額 計

一般会計 42,713,904 ▲2,650,684 40,063,220

主な内容
［歳入]
　・震災復興特別交付税� ▲1,677,168
　・地方消費税交付金� 192,644
　・市民税（法人市民税）� 34,989
　・各種寄附金� 1,810
［歳出］
　・下水道事業特別会計繰出金� ▲1,337,425
　・緊急避難路・物流路（清水沢多賀城線）整備事業� ▲895,000
　・緊急避難路・物流路（笠神八幡線）整備事業� ▲133,263
　・障害者自立支援給付事業� 52,528

■特別会計補正予算
� 単位（千円）

会計区分 補正前の額 補正額 計
災害公営住宅整備事
業特別会計（第2号） 10,102,819 ▲903,962 9,198,857

国民健康保険特別
会計（第2号） 7,329,673 84,510 7,414,183

後 期 高 齢 者 医 療�
特別会計（第2号） 565,515 ▲26,067 539,448

介護保険特別会計
（第4号） 3,819,926 ▲118,056 3,701,870

下 水 道 事 業�
特別会計（第6号） 10,917,267 ▲5,316,763 5,600,504

■水道事業会計補正予算（第3号）
収益的収入および支出� 単位（千円）

区　分 既決予定額 補正予定額 計
収　入 1,796,342 1,558 1,797,900
支　出 1,728,557 1,906 1,730,463

資本的収入および支出
区　分 既決予定額 補正予定額 計
収　入 216,310 3,981 220,291
支　出 695,251 ▲723 694,528

報
告

▼
専
決
処
分
の
報
告

　
工
事
請
負
契
約
の
変
更（
2
件
）

承
認

▼
多
賀
城
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

関
係
省
令
の
改
正
に
伴
い
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

人
事

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

委
員
2
名
の
任
期
が
6
月
30
日
を

も
っ
て
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
髙
橋

正
至
氏
と
平
井
節
子
氏
を
推
薦
す
る

も
の条

例
▼
多
賀
城
市
行
政
不
服
等
審
査
会
条
例

▼
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改
正
に
伴

い
、「
行
政
不
服
等
審
査
会
」を
新
た
に

設
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
条
例
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
多
賀
城
市
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利

用
に
関
す
る
条
例

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
事
務
、
並
び
に
、
自
動
交
付

機
に
よ
る
各
種
証
明
書
の
交
付
事
務
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

第
1
回
市
議
会
定
例
会
の
結
果

　
平
成
28
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会
が
2
月
9
日
か
ら
3
月
8
日
ま
で

29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決（
承
認
）さ
れ

ま
し
た
。

▼
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び

多
賀
城
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
多
賀
城
市
立
図
書
館
運
営
審
議
会

条
例

　

教
育
委
員
会
の
附
属
機
関
と
し
て

図
書
館
運
営
審
議
会
を
設
置
す
る
も

の▼
多
賀
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

組
織
改
編
に
伴
い
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

▼
多
賀
城
市
老
人
憩
の
家
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　
「
都
市
計
画
道
路
史
都
中
央
通
線
」

　

道
路
改
築
事
業
に
伴
い
老
人
憩
の

家
を
廃
止
す
る
も
の

▼
多
賀
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

運
営
等
に
関
す
る
条
例

　

消
費
者
安
全
法
の
改
正
に
伴
い
運

営
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の

▼
多
賀
城
市
駐
車
場
条
例

▼
多
賀
城
市
財
産
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
多
賀
城
駅
前
再
開
発
ビ
ル
C
棟（
駐

車
場
）の
管
理
運
用
に
必
要
な
事
項
を

定
め
、
ま
た
、
市
役
所
西
側
駐
車
場

の
目
的
外
使
用
料
に
係
る
特
例
を
定

め
る
も
の

▼
多
賀
城
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

多
賀
城
駅
自
転
車
等
駐
車
場
増
築

部
分
の
使
用
料
を
定
め
る
も
の

▼
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

労
災
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
多
賀
城
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

建
築
基
準
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
施
設
基
準
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
多
賀
城
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

▼
多
賀
城
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
多
賀
城
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

▼
多
賀
城
市
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例（
議
員
提
出
議
案
）

　

通
院
の
助
成
対
象
を
小
学
校
3
年

生
か
ら
6
年
生
ま
で
拡
大
す
る
も
の

そ
の
他

▼
市
道
路
線
の
認
定（
1
件
）

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結（
4
件
）

▼
財
産
の
取
得
の
変
更

　

鶴
ケ
谷
災
害
公
営
住
宅
用
建
物
の

取
得
価
格
を
減
額
す
る
も
の
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多
様
化
す
る
子
育
て
ニ
ー
ズ
や
新
制

度
に
対
応
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
施
策

を
行
う
た
め
、
こ
ど
も
福
祉
課
・
子
育

て
支
援
室
を「
子
育
て
支
援
課
」「
保
育

課
」に
再
編
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予

防
新
制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
介
護
福

祉
課
に
介
護
予
防
係
を
新
設
し
ま
す
。

市
立
図
書
館
の
移
転
が
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、
生
涯
学
習
課
図
書
館
移
転
推
進

係
を
廃
止
し
ま
す
。

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当

内
線
2
1
3

課・係の新設・変更・廃止
<変更前> <変更後>

■保健福祉部

こども福祉課
児童福祉係 ➡ 子育て支援課 子ども政策係
保育係 子ども家庭係
子育て支援室 保育課 保育企画係

保育係

介護福祉課 介護保険係 ➡ 介護福祉課
介護保険係

高齢支援係 高齢支援係
介護予防係

■教育委員会事務局

生涯学習課
生涯学習係 ➡ 生涯学習課 生涯学習係
社会教育係 社会教育係
図書館移転推進係

 天童市ってこんなまち
　天童市は、山形県のほぼ中央に位置し、山形盆地の東部を占めています。また、明
治44年に開湯した天童温泉や生産量日本一を誇るラ・フランス、将棋駒が有名です。
　毎年4月には約二千本の桜が咲く舞鶴山で「天童桜まつり」が開催されます。その中で、
甲冑や着物を着た武者達が将棋の駒となって対局を行う「人間将棋」が披露され、毎年
盛り上がりを見せています。
　なお、今年の天童桜まつりは、4月23日㈯、24日㈰に舞鶴山山頂を会場に開催され
ます。

 歴史的なつながり
　1375年、里見頼直が初代城主として天童城を築き、天童氏を名乗りました。その後、天童氏は約200年にわたっ
て天童一帯を治めていましたが、1584年に山形城主の最上義光との合戦に敗れます。第11代城主の天童頼久は、
母方の実家である国分氏を頼り、家臣たちとともに現在の多賀城市八幡地区へと移り住みました。そのため、現
在も天童氏や家臣の子孫にあたる方々が、この地域に暮らしています。
　この歴史的つながりがご縁で、平成18年4月22日に、多賀城市と天童市は友好都市となりました。

 これまでの歩みとこれから
　両市では、バレーボールや剣道などのスポーツ大会や物産展の開催など、さ
まざまな場面で市民の相互交流が行われてきました。
　また、東日本大震災の際には、天童市で備蓄していた食糧や毛布をいち早く
多賀城市へ届けてくださいました。さらに、市内各所の給水支援、被災者相談
窓口での対応など人的支援も賜り、本市復興の大きな力となりました。今年は
友好都市10周年を記念し、両市がさらに交流を深める場を設けていきます。

4
月
1
日
か
ら
市
の
組
織
等

が
一
部
変
わ
り
ま
す

問／地域コミュニティ課市民活動推進係　内線251～253

平成28年4月22日

山形県天童市と友好都市10周年を迎えます

天童市友好都市10周年
記念パネル展

4／11日㈪～22日㈮
市役所1階ロビー
ぜひご来場ください
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第五次多賀城市総合計画後期基本計画

基本計画分野ごとの取り組み

　本市では、「誰もが暮らしたい・住み続けたいまち」にするた
めのまちづくりの計画として、平成23年度から10年間の計画
期間で第五次多賀城市総合計画を策定しました。
　計画期間の折り返しを迎え、制度改正や社会情勢の変化など
による各施策を見直し、基本事業に「地域で見守りあう仕組み
づくり」「介護予防の推進」などを追加し、28年度から後期5年
間の基本計画を策定しました。

「未来を育むまち 史都 多賀城」をめざして
総合計画の構成

基本構想
将来象とまちづくりの方向性

基本計画
分野ごとの目指す姿と目標

実現計画
基本計画の目標実現のための主要事業

安全で快適に
暮らせるまち

元気で健やかに
暮らせるまち

歴史・文化を継承し
豊かな心を育むまち

環境を大切に
する心を育むまち

集い・つながり
活気あふれるまち

心がかよう地域の
絆を育むまち

理解と信頼で
すすめる自律したまち

●災害対策の推進
●防犯対策の推進
●交通安全対策の推進
●中心市街地の整備 など

・地域防災力の向上
・浸水対策の推進
・地域が支え合う社会づくり
・中心市街地の活性化  など

●地域福祉の推進
●健康づくりの推進
●子育て支援の充実
●高齢者福祉の推進 など

・地域で見守り合う仕組みづくり
・食育の推進
・子育て不安の解消
・介護予防の推進  など

●学校教育の充実
●生涯学習の推進
●文化財の保護と活用 など

・学校・地域が連携した子ども達の育成
・教育相談体制の充実
・芸術文化の振興
・文化財の積極的な活用促進  など

●環境との共生
●生活環境の保全
●資源循環型社会の形成

・環境教育の推進
・空き地・空き家対策の推進
・ごみ排出量の減量  など

●商工業の振興
●企業誘致の推進
●観光の振興 など

・生産性が高い農業経営基盤の整備
・雇用・就労の支援
・企業進出の促進
・観光しやすいまちへの環境整備  など

●地域コミュニティの充実
●市民活動の充実 など

・地域経営の基盤構築
・市民活動団体への支援
・適切な情報の発信  など

●効果的・効率的な
　行政経営の推進 など

・効果的・効率的な組織づくり
・成果志向に基づく行政経営の推進
・健全財政の維持  など

政策 分野（施策） 具体的な取り組み（基本事業）

問／市長公室行政経営担当　内線212～214
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人口減少社会に対応したまち・ひと・しごと創生についての取り組み

総合戦略

人口ビジョン

　日本は平成２０年をピークに人口減少局面に入りました。
　全国的に人口減少社会を迎えるにあたって、本市の人口の現状と将来推計を「人口ビジョン」として取りまとめ、
その展望を踏まえ、平成２７年度から３１年度まで５カ年の目標や施策の基本的方向性・具体的な事業について
取りまとめた「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。

　総合戦略は、右ページに記載する総合計画の取り組みの中で、次に掲げる４つの基本目標に合致する事業を一
体的に行うものです。

　本市では、平成72年（2060年）に
おける人口規模5万人の維持と人口
構造の若返りを目指します。

本市の目指すべき方向性
・‌‌住んで良し、訪れて良しの魅力的
な都市（交流人口の増加）

・‌‌進学、就職の希望が実現できる都
市（人口流出の抑制）

・‌‌結婚、出産、子育ての希望が実現
できる都市（人口自然増の促進）

「人口ビジョン」と「総合戦略」を策定しました

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年
社人研 63,060 62,800 62,246 61,176 59,720 57,921 55,841 53,508 51,039 48,441 45,712

市将来展望

※社人研：国立社会保障・人口問題研究所

63,060 62,719 62,222 61,403 60,304 59,028 57,651 56,013 54,261 52,423 50,506

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

総
人
口

（人）

基本目標１：安定した雇用を創出する

基本目標を横断的・一体的に実現できる3つのプロジェクトを重点的に取り組みます

基本目標３：‌‌若い世代の結婚・出産・子育ての希望
をかなえる

●「TAGAYASU」プロジェクト（文化交流拠点の整備）
　☞�新市立図書館と文化センターを中核に歴史遺産を有機的につなぎ、良質な文化芸術に直接触れ、誰もが参
加できる環境を創ることで、市民が地元に愛着を持ち、子育て環境の改善を目指すと共に交流人口の増加を
図ります。

●さんみらい多賀城・復興団地（津波復興拠点の整備）
　☞�減災機能を備える拠点市街地を整備し、企業を誘致することで新たな雇用を創出すると共に地域経済の活性
化を図ります。

●たがじょうで　たのしく　そだつ 　プロジェクト（たがじょうすくっぴープラン2の推進）
　☞社会全体で子ども・子育てを支援するまちづくりを実践するため、各種事業を展開します。

基本目標２：本市への新しいひとの流れをつくる

基�本目標４：‌‌時代に合った地域をつくり、安心な暮ら
しを守るとともに地域と地域を連携する

問／市長公室行政経営担当　内線212～214
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工
事
お
よ
び
調
整
池
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。

◆
減
災
対
策
の
充
実
強
化

【
津
波
に
対
す
る
多
重
防
御
の
整
備
】

　
津
波
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
3
つ

の
防
潮
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

仙
台
塩
釜
港
湾
区
域
内
に
整
備
す
る

防
潮
堤
と
、
同
区
域
内
の
道
路
中
央
分

離
帯
に
整
備
す
る
漂
流
物
防
止
対
策
施

設
、
そ
し
て
、
市
内
の
電
力
高
圧
線
下

に
整
備
す
る
防
災
緑
地
の
3
つ
の
防
潮

施
設
で
す
。

　

仙
台
塩
釜
港
防
潮
堤
、
仙
台
塩
釜
港

湾
区
域
漂
流
物
防
止
対
策
施
設
に
つ
い

て
は
、
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
多
賀

城
防
災
緑
地
に
つ
い
て
は
、
調
査
設
計

を
終
了
し
、
関
係
工
事
の
進
捗
に
合
わ

せ
て
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
本
市
が
復
興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
に
つ
い
て
、
計
画
に
沿
っ
て

主
な
事
業
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

主
な
事
業
の
進
捗
状
況

◆�「
絆
」・「
つ
な
が
り
」を
前
提
と
し
た

健
や
か
な「
く
ら
し
」の
確
保
と
活
力

あ
る「
し
ご
と
」の
創
出

【
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
】

　

被
災
者
の
住
ま
い
の
確
保
の
た
め
、

市
内
4
地
区
に
災
害
公
営
住
宅
を
整
備

し
ま
す
。

　
鶴
ケ
谷
地
区
の
災
害
公
営
住
宅
が
完

成
し
、
3
月
15
日
に
入
居
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
現
在
は
宮
内
地
区
の
建
設
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

せ
て
開
始
し
て
お
り
、
住
宅
な
ど
の
建

築
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆�

既
存
産
業
の
再
興
促
進
と
立
地
支
援

の
強
化

【
津
波
復
興
拠
点
の
整
備
】

　
今
後
の
大
津
波
に
備
え
て
、
災
害
時

に
お
け
る
物
資
供
給
な
ど
の
防
災
機
能

と
産
業
復
興
支
援
機
能
を
有
す
る
拠
点

団
地（
さ
ん
み
ら
い
多
賀
城
・
復
興
団

地
）を
整
備
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
水
道
工
事
、
道
路
築
造

多
賀
城
駅
北
口
広
場
に

「
浪
分
桜
」が　

植
樹
さ
れ
ま
し
た

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
千
年

先
ま
で
伝
え
る
た
め
、
津
波
被
害

を
受
け
た
各
地
に
桜
を
植
樹
す
る

「
は
な
は
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一

環
で
、
多
賀
城
駅
北
口
駅
前
広
場

の
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に「
浪
分
桜
」（
樹

種
：
祇
園
し
だ
れ
桜
）が
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。

　

桜
は
京
都
市
在
住
の
桜
守
で
あ

る
第
十
六
代
佐
野
藤
右
衛
門
氏
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

京
都
か
ら
運
ば
れ
、
平
成
28
年
2
月
25
日
に

植
樹
さ
れ
た
桜

【
宮
内
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
】

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
市
内

で
最
も
被
害
を
受
け
た
宮
内
地
区
を
安

心
安
全
で
良
好
な
市
街
地
と
す
る
た
め

に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
整

備
を
行
い
ま
す
。

　

早
期
現
地
再
建
に
向
け
た
宅
地
の

造
成
や
道
路
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
生
活
や
事
業
に
不
可
欠
な
電
気
や

上
下
水
道
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
も
整
備
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
宅
地
の
引
渡
し
に
つ
い
て
も
、
平
成

27
年
10
月
末
か
ら
工
事
の
進
捗
に
合
わ

震
災
復
興
計
画
の

取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成28年2月16日撮影
宮内地区被災市街地復興土地区画整理事業

平成28年2月撮影　鶴ケ谷地区災害公営住宅

整備地区 実施状況

宮内
調査設計
用地買収
工　　事

65%

進捗率
（H28.2末時点）

整備地区 整備
戸数 実施状況 完成時期

桜木地区 160 完成 平成26年10月
新田地区 48 完成 平成27年9月
鶴ケ谷地区 274 完成 平成28年3月
宮内地区 50 工事 平成28年12月（予定）

完成した戸数482戸
整備予定戸数532戸

完成率（H28.3末時点）

91%

整備地区 実施状況

八幡字一本柳 用地買収
工　　事

65%

進捗率
（H28.2末時点）
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【
避
難
道
路
の
整
備
】

　
大
津
波
か
ら
の
徒
歩
避
難
を
可
能
と

す
る
避
難
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

新
た
な
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
清
水
沢
多
賀
城
線
に
つ
い
て
は
、
用

地
買
収
、
橋
梁
下
部
工
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
笠
神
八
幡
線
に
つ
い

て
は
、
北
側
道
路
部
分
の
調
査
設
計
お

よ
び
、
用
地
買
収
、
橋
梁
下
部
工
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
浸
水
対
策
の
推
進
】

　
大
雨
に
対
す
る
浸
水
被
害
軽
減
の
た

め
、
主
に
津
波
浸
水
区
域
に
お
け
る
雨

水
排
水
対
策
と
し
て
、
雨
水
幹
線
、
雨

水
ポ
ン
プ
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
雨
水
幹
線
な
ど
の
一
部
や
ポ
ン
プ
場

に
つ
い
て
は
、
工
事
に
着
手
し
、
地
下

貯
留
施
設
に
つ
い
て
も
工
事
着
手
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆�

さ
ん
み
ら
い
多
賀
城
・
復
興
団
地
　

1
社
と
立
地
協
定
締
結

　
先
に
立
地
協
定
を
締
結
し
て
い
た
㈱

エ
ー
ゼ
ッ
ト
に
代
わ
っ
て
、
さ
ん
み
ら

い
多
賀
城
・
復
興
団
地
に
立
地
を
予
定

し
て
い
る
生
活
協
同
組
合
連
合
会
コ
ー

プ
東
北
サ
ン
ネ
ッ
ト
事
業
連
合
と
、
3

月
22
日
に
立
地
協
定
の
締
結
を
行
い
ま

し
た
。
立
地
協
定
の
締
結
で
は
、「
防
災・

減
災
拠
点
機
能
」、「
製
品
供
給
回
復
支

援
機
能
」、「
付
加
価
値
提
供
機
能
」に

加
え
、「
地
域
経
済
や
地
域
雇
用
を
牽

引
す
る
機
能
」の
発
揮・確
保
に
つ
い
て
、

互
い
に
連
携
し
協
力
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
の
拠
点
団
地
に
は
、
現
在
、
製
造

業
な
ど
の
企
業
9
社
の
立
地
が
決
定
し

て
い
ま
す
。

問
／
震
災
復
興
推
進
局

内
線
2
6
1
～
2
6
3

　
「
浪
分
桜
」の「
浪
分
」は
、
仙
台

市
若
林
区
に
あ
る
浪
分
神
社
で
、

こ
の
神
社
に
は
慶
長
三
陸
地
震
の

伴
っ
て
発
生
し
た
津
波
の
浸
水
域

と
の
境
目
を
示
す
言
い
伝
え
が
あ

り
ま
す
。

　

大
津
波
か
ら
命
を
守
る「
目
安

木
」と
し
て
津
波
の
到
達
地
周
辺

に
桜
を
植
樹
す
る
こ
と
か
ら
、
浪

分
神
社
に
あ
や
か
っ
て
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が「
浪
分
桜
」と
名
付
け

ま
し
た
。

桜
の
そ
ば
に
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
。
碑
に
記

さ
れ
た「
浪
分
櫻
」の
文
字
は
菊
地
市
長
に

よ
っ
て
揮
ご
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
震

災
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
な
が
ら
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
こ
の
地

に
根
付
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

生
ま
れ
変
わ
っ
た
多
賀
城
駅
前

で
満
開
に
咲
く
桜
を
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

問
／
市
街
地
整
備
課
多
賀
城
駅
周

辺
整
備
係

内
線
4
8
1

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

仙台港北IC

（仮称）多賀城IC

多賀城駅

国府多賀
城駅

笠神八幡線

多賀城高校

城南小学校

新田地区

清水沢多賀城線

主な復興事業位置図

国道4
5号

JR
仙
石
線

JR東北
本線

県道仙台塩釜
線（産業道路）

塩竈市

七ケ浜町

仙台市
仙台港

凡例

避難道路
橋りょう耐震化
災害公営住宅
雨水対策施設

舟橋

樋の口大橋

鎮守橋

笠神新橋

桜木地区

宮内地区

鶴ケ谷地区

中央雨水
ポンプ場

大代雨水
ポンプ場

大代東
雨水
ポンプ場

陸前山王駅

仙台塩釜港防潮堤整備(宮城県) 多賀城防災緑地整備

陸上自衛隊
多賀城駐屯地

仙台塩釜港湾区域漂流物
防止対策施設整備 (宮城県）

宮内地区
被災市街地復興土地
区画整理事業

宮内地区
被災市街地復興土地
区画整理事業

津波復興拠点
整備事業

主な復興事業　位置図

施設名 実施状況
雨水幹線など
（雨水幹線：宮内、八幡、明月、町前、六貫田）
（雨水枝線：八幡、大代）

調査設計
一部工事

雨水ポンプ場（大代・大代東雨水ポンプ場） 調査設計
一部工事

雨水ポンプ場（中央雨水ポンプ場） 完了
雨水地下貯留施設 実施設計

内水排除困難地域側溝整備事業 一部工事完了

49%
進捗率（H28.2末時点）

※�進捗率は、それぞれの事業の全工程に対す
る進み具合を平均したものです。

50%

施設名 実施主体 実施状況

仙台塩釜港防潮堤 宮城県 工事、用地買収
仙台塩釜港湾区域
漂流物防止対策施設 宮城県 工事

多賀城防災緑地 多賀城市 計画策定
用地利用調整

進捗率（H28.2末時点）

※進捗率は、それぞれの事業の全工程に対する進み具合を平均した
ものです。

33%

施設名 実施状況

清水沢多賀城線 用地買収
橋梁下部工工事

笠神八幡線 調査設計、用地買収
橋梁下部工工事

進捗率（H28.2末時点）

※進捗率は、それぞれの事業の全工程に対す
る進み具合を平均したものです。
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　職場の健康保険に加入したなど保険が変更になったときは、14日以内に国民健
康保険の資格喪失手続きが必要です。名前や住所などの変更の際にも速やかに手
続きをお願いします。

■修学・卒業に伴う手続き
　現在、本市の国民健康保険に加入
していて、修学のために家族と離れ
他の市町村へ転出する方は、特例に
より、引き続き本市の国民健康保険
被保険者証を使うことができます。
　また、現在、特例を受けている方
は更新手続きが必要です。新年度の
在学証明書、保険証、認め印を持参し、
手続きをしてください。
　特例を受けている方が卒業・中途
退学したときは、卒業（または退学）
証明書など、学生でなくなったこと
を証明する書類・保険証・認め印を
持参し、手続きをしてください。

■4月から保険料が変わります
　平成28年度の保険料額は、27年中の所得に基づいて計算し、7月中旬以降に郵便で個別にお知らせする予定です。
　　平成28年度　　均等割額　42,480円　　所得割率　8.54パーセント
■保険料の軽減措置があります
①所得の低い方は、右表のとおり均等割保険料が軽減されます。
②�所得割額を負担する方のうち、前年中の所得が58万円以下で、
所得割額を負担される方（例：年金収入のみの場合、年額153
万円超～211万円以下の方）は所得割額が一律に5割軽減され
ます。
③�制度加入の前日まで、会社の健康保険や共済組合の被扶養者
であった方は、特例措置として所得割額はかからず、被保険
者均等割額は9割軽減されます（国民健康保険や国民健康保険
組合に加入していた方は該当しません）。
※これらの軽減を受けるために、あらためて申請をする必要はありません。

■平成28年度国民年金保険料
　平成28年度保険料額16,260円に改定となります。
　4月初めに「国民年金保険料納付案内書」が送付されますので保険料は
納付期限（翌月末日）までに納めましょう。
　なお、1年分、6カ月分を前納する場合は、納付期限がありますので
ご注意ください。
■就職・転職・進学などのときは国民年金の届出を忘れずに

■学生納付特例制度の申請
　学生納付特例制度により、保険料納付を猶予
されている方で引き続き在学予定の方へ、はが
き形式の学生納付特例申請書を3月末に送付し
ています。前年度と同じ学校などに在学する方
は、必要事項を記入し返送すると、平成28年
度の申請ができます。
　新たに申請をする方は、在学証明書または学
生証の写しを持参し、お住まいの市区町村窓口
で手続きをしてください。所得がなく、学生の
方で保険料を納付していない場合には、申請時
点の2年1カ月前までの申請ができます。
■年金手帳は大切に保管しましょう
　国民年金や厚生年金に加入すると年金手帳が
交付されます。手帳に記載されている「基礎年
金番号」は、年金の加入記録などを管理するた
めの一生涯使用される番号です。年金の届け出
や年金に関する問い合わせ、年金請求の際など
に必要になります。

国民健康保険の手続きをお忘れなく

後期高齢者医療制度加入のみなさまへ

年金事務所からのお知らせ

問／国保年金課国保年金係　内線124～127

問／国保年金課国保年金係　内線124～127

問／仙台東年金事務所国民年金課　☎257-6115

【国民健康保険の手続き】
加入するとき 必要なもの
離職したとき 離職票など（退職日がわかるもの）、認め印
転入したとき 認め印
扶養からはずれたとき 扶養からはずれた日付がわかるもの、認め印
お子さんが生まれたとき 認め印
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止（停止）決定通知書、認め印
やめるとき 必要なもの
職場の健康保険に加入したとき 職場の健康保険証、国民健康保険の保険証、認め印
転出したとき 国民健康保険の保険証、認め印
扶養にはいったとき 扶養にはいった日付がわかるもの、国民健康保険の保険証、認め印
変更があったとき 必要なもの
住所が変わったとき 住所が変わったことがわかるもの、国民健康保険の保険証、認め印
修学のため別に住所を定めるとき 在学証明書、国民健康保険の保険証、認め印
世帯主が変わったとき 国民健康保険の保険証、認め印
氏名が変わったとき 氏名が変わったことがわかるもの、国民健康保険の保険証、認め印

【各手続きで必要なそのほかの書類】
窓口に来る方の本人確認書類 個人番号カード、運転免許証、パスポートなど（写真付きなら1点、写真なしなら2点）
世帯主の個人番号を確認できる書類 個人番号カード、通知カード、個人番号が記載された住民票
※来庁者が世帯主または世帯主と同居の家族以外の場合は下記のものも必要です
代理権確認書類 委任状、戸籍謄本その他の資格を証する書類（法定代理人のとき）

軽減
割合 世帯（被保険者および世帯主）の所得の合計額 軽減後の均等割額

（年額）

9割
「基礎控除額（33万円）を超えない世帯で、被
保険者全員の年金収入が80万円以下」の世帯
（その他各種所得がない場合）

4,248円

8.5割 「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯 6,372円

5割 「基礎控除額（33万円）＋26.5万円×世帯の被
保険者の数」を超えない世帯 21,240円

2割 「基礎控除額（33万円）＋48万円×世帯の被保
険者数」を超えない世帯 33,984円

被保険者 こんなとき 変更後の種別 届出先

第１号被保険者
自営業者、学生の方など

就職して、厚生年金や共済組合に加
入したとき 第2号 勤務先

第2号被保険者である夫の扶養に入っ
たとき 第3号 夫の勤務先

第２号被保険者
会社員や公務員の方など

退職したとき 第1号 お住まいの
市町村窓口

退職して、第2号被保険者である夫の
扶養に入ったとき 第3号 夫の勤務先

第３号被保険者
第２号被保険者である
夫に扶養されている方

収入が増えるなどして、扶養から外
れたとき 第1号 お住まいの

市町村窓口扶養している夫が65歳になったとき
就職して、厚生年金や共済組合に加
入したとき 第2号 勤務先

扶養している夫の加入する年金制度
が変わったとき 第3号 夫の勤務先

※妻が夫を扶養する場合は、「夫」を「妻」に読み替えてください。
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問／介護福祉課高齢支援係　内線664～666

ご存じですか？
地域包括
支援センター

障害者差別解消法が施行されます

詳しくは市ホームページをご覧ください。� 問／社会福祉課障害福祉係　内線167～169

名　称 住　　　所 担当地域（行政区）

中央地域包括支援センター 中央2丁目1-1（多賀城市社会福祉協議会1階）
電話：368-6350

高崎、東田中、志引、東田中南、新田中、旭ケ岡、留ケ谷、伝上山、隅田、
向山、東能ケ田、西能ケ田、八幡上一、八幡上二、八幡下一、八幡下二、
八幡沖

東部地域包括支援センター 下馬5丁目4-26（下馬郵便局斜め向い）
電話：363-4055

鶴ケ谷、丸山、黒石崎、下馬東、下馬西、下馬南、下馬北、笠神東、笠神
西、大代東、大代中、大代西、大代南、大代北、桜木東、桜木中、桜木南、
桜木北

西部地域包括支援センター 高橋4丁目24-1（特別養護老人ホーム多賀城苑内）
電話：309-3950

新田一区、新田二区、新田三区、高橋東一区、高橋東二区、高橋南、高橋
北、山王、南宮、市川、浮島、城南

　地域包括支援センターでは、保健師（看護師）・社会福祉士・主任ケア
マネジャーの専門職員が、高齢者のみなさんが住み慣れた地域で過ごせ
るようさまざまな相談に応じています。

総合相談
高齢者の方の健康や、介護に対する不安などに対応します。
・よく転ぶようになった
・物忘れについての不安
・介護保険の申請やサービスを利用したいなど

権利擁護
高齢者の権利を守ります。
・悪質な訪問販売に困っている
・ひとり暮らしで将来の財産管理に自信がない
・虐待について見聞きした
・成年後見制度について知りたいなど

障害を理由とする差別って? どんなことに気をつければいいですか?

障害を理由として、正当な理由なくサービ
スの提供を拒否したり、制限したり、条件

を付けたりするような行為をいいます。この法律
では不当な差別的取り扱いを禁止しています。
また、国の行政機関や地方公共団体などは合理的
配慮をする法的義務があり、民間事業者は努力義
務が課せられています。
①不当な差別的取り扱いの例
　車いすを利用している事を理由にレストランな
どへの入店を断られたなど
②合理的配慮の不提供の例
　聴覚障害のある人に声だけで説明をし、筆談な
ど別の方法で伝える工夫をしないなど

障害者差別解消法で、市民のみなさんに課せ
られる義務や罰則はありません。

一人ひとりが障害について正しく理解し、障害を理由
とする差別の解消に協力することが求められます。

具体的な例
・‌‌点字ブロックの上に自転車など
の障害物を置かない

・‌‌電車やバスなどで席を必要とし
ている人がいたら、優先席でな
くても席を譲る

■各地域包括支援センター（受付時間：午前8時30分～午後5時15分）
　市内を3つのエリアに分けてセンターを設置していますので、お住まいの地域を担当するセンターにお気軽に
ご相談ください。

介護予防
要支援や要介護になる恐れのある方に対して、介
護予防事業が受けられるようにします。
・運動機能向上
・認知症やうつ予防など

その他
ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯を訪問
し、生活状況の確認や介護予防教室などを開催し
ています。

　障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（通称「障害者差別解消法」）が平成28年4月1日から施行さ
れます。国や市町村といった行政機関や、会社やお店などの民間事業者における障害を理由とする差別をなくし、
すべての人が障害のあるなしに関わらず、お互いに人格と個性を尊重しあいながら共生できる社会をつくるため
の法律です。

Q

A

Q

A
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しろのむらさき
多賀城グ

ルメ

　多賀城市観光協会では、昨年7月より市内飲食店
と協力し名産品開発に取り組み、1月15日、新多賀
城グルメの統一ロゴと新開発商品の発表会を行ない
ました。新多賀城グルメブランド名「しろのむらさ
き」は、多賀城の「城」と古代米の色である「紫」から
名付けました。
　メーン食材の古代米には美容や健康にうれしい栄
養素が多く含まれています。また、古代陸奥国の国
府として栄えた多賀城跡や周辺から「黒舂米（こく
しょうまい）」と墨書きされた木簡が出土しており、
古代より作付けされていたと言われています。

問／多賀城市観光協会　☎364－5901

　生後91日以上の犬の飼い主は、市への登録と、飼い
犬に狂犬病予防注射を年1回受けさせることが法律で定
められています。
料金／犬の登録手数料� 3,000円
　　　狂犬病予防注射済票交付手数料� 550円
■集合注射のお知らせ
　狂犬病予防注射は毎年4月から6月末までに受けなけ
ればなりません。市では、4月に右表（上）の日程で集合
注射を実施します。

■�犬の新規登録申請と狂犬病予防注射済票の交付が行
える動物病院（右表下）

　※料金などは、各動物病院に確認してください。
　表以外の動物病院で狂犬病予防注射を受けた場合は、
狂犬病予防注射済証を渡されますので、生活環境課に
持参し、狂犬病予防注射済票の交付を必ず受けてくだ
さい。

■各種手続きのお知らせ
転入した場合：��生活環境課に前市町村の犬の鑑札をお

持ちください。
転出する場合：��転出先の市町村担当窓口に本市の犬の

鑑札をお持ちください。
犬が死亡した場合：��生活環境課に死亡届を提出してく

ださい。
※�法律により、犬の鑑札や狂犬病予防注射済票は、犬
に付けることが義務付けられています。必ず付ける
よう、お願いします。

病　院　名 住　　　所 電話番号
塩浜犬猫病院 多賀城市留ケ谷3丁目12-6 365-8366
たがじょう動物病院 多賀城市鶴ケ谷3丁目4-5 362-6800
たかひら動物病院 多賀城市高橋5丁目10-1 781-8780
ケイ動物病院 塩竈市玉川2丁目6-19 367-4431
オノデラ動物病院 利府町中央1丁目10-4 767-7566
花園動物病院 利府町花園3丁目23-3 356-7699
村木動物病院 利府町菅谷台3丁目2-5 356-5598
フォルテ動物病院 塩竈市新浜町1丁目18-6 253-6422

月　日 時　　間 会　　場

4月14日㈭
10：00～10：30 西ノ入公園
11：00～11：30 鶴ケ谷集会所駐車場
13：30～14：30 山王地区公民館駐車場

4月15日㈮
10：00～10：30 八幡2号公園
11：00～11：30 志引公園
13：30～14：30 高橋地区生活センター駐車場

4月16日㈯   9：30～11：30 市役所庁舎前駐車場13：30～14：30

4月18日㈪ 10：00～11：00 浮島5号公園
13：00～14：00 新田4号公園

4月19日㈫ 10：00～11：00 大代地区公民館駐車場
13：00～14：00 笠神会館駐車場

問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線236

取扱い店舗 商　　　品
ギフトショップ すずこう
（下馬2-11-14） ・おもわく姫

理研食品㈱本社工場
（宮内2-5-60）

・古代米おこげのわかめスープ
・古代米リゾット風わかめスープ
　（ギフトショップすずこうで取り扱っています）

ちゃいな館　喰囍炒
（町前2-5-33）

・古代米チャーハン　・古代米入り春巻き
・古代米杏仁豆腐

タガの柵
（山王字千刈田6-3）

・阿久玉餅
・阿久玉茶

洋菓子店ピュイダムール
（笠神5-14-18） ・ほろよい娘

㈱カトーマロニエ
（利府町しらかし台6-4-3） ・パウンドケーキ　古代米

㈲榮太楼　多賀城店
（桜木3-3-50） ・古代米ゆべし

小野屋ホテル
（大代1-9-2） ・オリジナルブレンド 古代米麺

コトリコーヒー
（中央2-9-13-102）

・古代米ピクルス
・古代米カンパーニュ

博物館レストラン
グリーンゲイブル
（高崎1-22-1）

・多賀城さくら米あんぱん
・さくら米おはぎ

みそらの郷
（高橋5-15-10） ・古代米

飼い犬の登録と狂犬病予防注射を忘れずに

ロゴマークは
キラキラ輝く「米」
の字をデザイン
しています

「しろのむらさき」商品の取扱店舗一覧
（ロゴマークののぼり・ステッカーが目印）
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リサイクルにご協力ください
使用済小型家電を回収しています
　ご家庭で利用できなくなった携帯電話やノートパソコンなどの使用済
小型家電を回収しています。希少金属を含む小型家電をリサイクルする
ことで、ごみの減量のほか、資源の活用も期待できます。市内8カ所（下表）
に設置している回収ボックスに直接投入してください。
　回収対象品目などの詳細は、生活環境課までお問い合わせいただくか、
市ホームページをご覧ください。

インクカートリッジ里帰りプロジェクトを実施中です
　使用済みインクカートリッジを下表の専用回収箱で回収しています。
　ぜひご利用ください。

回収ボックス設置場所 小型家電 インクカートリッジ
市役所 ○ ○
文化センター ○ ○
山王地区公民館 ○ ○
大代地区公民館 ○ ○
総合体育館 ○ ○
市民プール ○
市民活動サポートセンター ○ ○
史都多賀城観光案内所（多賀城駅内） ○

処分の際のご注意
・‌‌小型家電に記録している個人情報
は必ず削除してください。
・‌‌投入した小型家電は返却できません。
・‌‌乾電池は取り外してから処分して
ください。
・‌‌回収ボックスに入らない大きさの
小型家電や対象品目以外の小型家
電は回収できません。
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資源物の集団回収にご協力ください
　市内の各地域子ども会などが新聞、段ボール、ビールびん、アルミ缶
などの資源物を回収しています。資源物を回収することで3R（リユース・
リデュース、リサイクル）の必要性を理解し、ごみの減量や資源の節約、
再利用の促進を考えます。
　回収日、回収方法などは各世帯に配布しているごみ収集カレンダーや
子ども会などの配布するチラシなどに掲載しています。
　新たに資源物の回収活動を始めようと考えている団体は、生活環境課
までお問い合わせください。

みんなで�ごみ を減らしましょう
問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線234～236

生ごみ処理容器
などの区分

助成金額
（購入費の2分の1の額）

電気式生ごみ処理機 上限 25,000円
生 ご み 処 理 容 器 上限   3,000円
市内登録販売店 所在地

（株）共和電業
多賀城営業所 大代1丁目9-16

（株）コジマNEW
多賀城店 町前2丁目7-31

DCMホーマック（株）
城南店 城南2丁目14-34

DCMホーマック（株）
多賀城東店 笠神5丁目5-25

生ごみ処理容器などの購入費を助成します
　電気式生ごみ処理機、生ごみ処理容器（コンポストなど）の購入費助成
を行っています。助成を受ける場合には、購入前に手続きが必要です。
　申込順に受け付け、予算額に達し次第、終了となりますので、希望す
る方は早めに申請してください。

③ ②の証明書を持参

④助成金差引額で購入市役所
生活環境課

市内
登録販売店申請者

①申請書提出

②補助対象者証明書
（申請から約1週間で郵送）

インクカートリッジ回収箱 小型家電回収ボックス

多賀城P14-15市政-五[14-15].indd   15 2016/03/18   18:34:22



2016年❖平成28年
広報多賀城 4月号

2016年❖平成28年
広報多賀城 4月号 16

　　

マイナンバーカードによる

コンビニ交付開始に向けて 1

 カード統合はいつから？
　4月26日㈫から市民課窓口にて受け付けをします。
※月曜日は、市民課窓口が大変混雑しますので、他の曜日をお勧めします。

 カード統合に必要なものは？（※ご本人のみ手続き可）
①すでにマイナンバーカードを受け取っている場合
　「マイナンバーカード」と「印鑑登録証」または「多賀城市民カード」
②マイナンバーカードをこれから受け取る場合
　「（マイナンバーの）交付通知書（はがき）」、「通知カード」、「住民基本台帳カード」
（お持ちの方）、「身元の確認書類※」と「印鑑登録証」または「多賀城市民カード」
マイナンバーカードを受け取ってから、後日カード統合することも可能です。

※身元の確認書類
・�運転免許証、住民基本台
帳カード、パスポートな
ど、公的機関が発行した
顔写真付きの書類のうち
いずれか1点

・�上記をお持ちでない場合
は、健康保険証、年金手帳、
介護保険証など公的機関
が発行した書類のうちい
ずれか2点（通知カードは
使用できません）

マイナンバー制度のお問い合わせは…マイナンバー総合フリーダイヤル
0 1 2 0 - 9 5 - 0

マ

1
イ

7
ナン

8
バー
（無料）

平日　午前9時30分～午後8時
土曜・日曜日、祝日　午前9時30分～午後5時30分

問／�（コンビニ交付、マイナンバーの通知、マイナンバーカードに関すること）
　　市民課　内線141、142
　　（制度に関すること）
　　総務課情報化推進係　内線536、537

ホームページは
�マイナンバーカード総合サイト 検索
�マイナンバー 検索

※一部IP電話などで上記ダイヤルにつながらない場合（有料）
・マイナンバー制度に関すること　050-3816-9405
・通知カード・個人番号カードに関すること　050-3818-1250
　（受付時間は、マイナンバー総合フリーダイヤルと同じ）

マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

　平成28年8月から、コンビニエンスストアで証明書を交付するサービス（コンビニ交付）を開始します。
　そこで、コンビニ交付についてのあれこれを今月号から連載でお知らせします。

 コンビニ交付で印鑑登録証明書を取得するには？

マイナンバーカードに、「印
鑑登録証」または「多賀城市
民カード」の機能を追加
（カード統合）することが必
要です。

※カード統合をする場合は、印鑑登録証または多賀城市民カードは必ず返納

ま
た
は

カード
統合

 コンビニ交付で使用するカードは？
マイナンバーカード（個人番号カード）：顔写真付きの公的な身分証明書としても使えるカード

　マイナンバーカードで、住民票の
写し・印鑑登録証明書などをコンビ
ニエンスストアで取得できるよう
になります。
　4桁の暗証番号（利用者証明用電
子証明書）が設定されているマイナ
ンバーカードに限ります。

※取得できる証明書については、広報多賀城5月号でお知らせします。
※住民基本台帳カード・通知カード・印鑑登録証・多賀城市民カードはコンビニ交付での使用はできません。

表面 氏名、住所、生年月日、性別、
顔写真 など
※デザインは、実際とは異なります。

裏面 個人番号、ICチップ など
※�ICチップには所得情報や健康情報などのプライバシー性の高い個人情報は記録さ
れません。

多賀城P16-17ｱﾗｶﾙﾄ-四[16-17].indd   16 2016/03/18   14:51:56

2016年❖平成28年
広報多賀城 4月号

2016年❖平成28年
広報多賀城 4月号17

　
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
免
疫
は
、
生
後
3
カ

月
か
ら
12
カ
月
で
失
わ
れ
る
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
自

身
で
免
疫
を
作
り
、
病
気
を
予
防
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
助
け
と
な
る
の
が
予
防
接
種
で

す
。

　
子
ど
も
は
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
病
状
が
悪

化
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
予
防
接
種
を
行
い
、

事
前
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
の
役
割
と
種
類

　
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
、
毒
素
の
力
を
弱
め
た
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
免
疫
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

予
防
接
種
に
は
対
象
と
な
る
病
気
や
対
象
者
、

接
種
期
間
な
ど
が
定
め
ら
れ
た「
定
期
接
種
」と
そ

れ
以
外
の「
任
意
接
種
」が
あ
り
ま
す
。

定期接種
・��四種混合（ジフテ
リア・百日せき・
破傷風・ポリオ）
・��麻しん・風し
ん混合

・日本脳炎
・結核（BCG）
・Ｈｉｂ感染症
・��小児用肺炎球菌
・水痘
・二種混合
　（�ジフテリア�
破傷風）

・��子宮頸がん予防

任意接種
・��季節性インフ
ルエンザ

・おたふくかぜ
・Ａ型肝炎
・ロタ
・黄熱
・B型肝炎� など

み
ん
な
で
予
防
す
る
こ
と
が
大
切

　
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
は
、
自
分
が
病
気
を
予

防
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の
人
が
そ
の
病
気

に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

周
り
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
社
会
全
体
で
病
気

を
予
防
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

対
象
と
な
る
年
齢
や
期
間

　

今
年
度
の
定
期
接
種
の
年
齢
や
期
間
な
ど
は
、

広
報
多
賀
城
4
月
号
と
同
時
配
布
さ
れ
る「
乳
幼

児
健
康
診
査
と
予
防
接
種
の
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
変
更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
広
報
誌

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種
と
な
り
、
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
た
め
に
は

接
種
場
所
／
個
別
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
で
接

種（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
）

持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

　
転
入
し
て
本
市
の
予
診
票
が
な
い
場
合
や
紛
失

し
た
場
合
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
上
、
健

康
課
で
交
付
手
続
き
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
／
健
康
課
親
子
保
健
係

内
線
1
3
5
～
1
3
7

問／健康課成人保健係　内線132～134

地域での食育活動～食事をとおした交流～
　「食改さん（しょっかいさん）」と呼ばれ、親しまれている食育ボランティアがいます。現在は市内13地
区の集会所などで健康づくりに関する講習会を開き、地域の方との交流をとおして食育を推進しています。
地区活動の一部をご紹介します。

　食育ボランティア（多賀城市食生活改善推進員）養成講習
会（全8回）で、栄養や健康について学び、ご家族や地域の健
康づくりに役立ててみませんか。
対象／市内在住で、全過程修了後、地域の食生活改善や食
育のボランティア活動ができる方
費用／500円×8回　　定員／20人
持ち物／筆記用具、参加費ほか
申込／7月12日㈫まで健康課成人保健係へ

食改さんとして活動してみませんか
実施日 時　　間 会　　場

� 7月22日㈮ 午前10時～11時30分 市役所2階会議室
� 8月19日㈮

午前10時～午後2時

母子健康センター2階
� 9月13日㈫ 母子健康センター2階
10月12日㈬ 市役所6階会議室
11月16日㈬ 母子健康センター2階
12月� 8日㈭ 午前10時～正午 市役所6階会議室
� 1月19日㈭ 午前10時～午後2時 母子健康センター2階
� 2月� 7日㈫ 母子健康センター1・2階

（平成28年4月現在）

年度初めに対象となる
ワクチン接種の確認を! !

東田中南地区「地域の方との会食」 笠神地区「おやこ食育教室」

～食改さんメモ～
◎野菜料理は他の料理より先に食べ
ると肥満予防になりますよ！
1日350グラム以上、1回の食事で野
菜を2品程度。汁物には野菜をたっぷ
り入れて具だくさんにすると汁の量が
減り「減塩」にもつながります。
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地域の話題♪

まちかどニュースまちかどニュース
掲載した写真は、ご本人にのみ差し上げます。
また、地域の楽しい話題をお知らせください。
問／地域コミュニティ課広報広聴係　内線254、255

わ
が
家
の
ち
び
っ
子

　
自
慢
の
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん（
未

就
学
児
）の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報

広
聴
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　3月15日、市内3番目の災害公営住宅となる、

市営鶴ケ谷住宅（4棟274戸）が完成し、入居式が
行われました。
　式では、入居される住民代表の方に、鍵が引き
渡され、新しい生活への第一歩を踏み出しました。

多賀城 太郎くん（町前 1歳）
可愛い笑顔をいつもありがとう（お母さんより）

東日本大震災多賀城市追悼式
　3月11日文化センターにおいて、追悼式が執り行
われました。東日本大震災から5年となるこの日、ご
遺族、関係者など約450人が参列し、震災発生時刻
の午後2時46分には参列者全員で黙とうをささげ、
犠牲となられた方々へ献花を行いました。

鎮魂の灯
　3月11日、ＪＲ仙石線多賀城駅前公園において、
ＮＰＯ法人ゲートシティ多賀城による震災追悼行事
「多賀城・万灯会～鎮魂の灯～」が行われました。
　古代多賀城の地で行われていた万灯会にならい、先
の震災により市内で犠牲となった188人に合わせ、
188枚の灯明皿に火が灯されました。
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笑いが皆さんを元気にする
　3月7日、多賀城工場地帯連絡協議会主催で「なまっ
て　笑って　コミュニケーション～笑いが職場と仕事
と多賀城を元気にする～」と題して落語家の六華亭遊
花さんによる講演会が行われました。
　東北弁で落語を続けている遊花さんは講演の中で、
職場でもお互いに会話をする機会を増やし、笑うこと
が大切と語っていました。
　落語家ならではの、楽しく笑いの絶えない講演とな
りました。

卒業おめでとう
　3月12日は中学校で、18日は小学校で卒業式が行
われました。
　卒業に併せて、東豊中学校では、友好都市の奈良で
活動されている寄

よ
席
せ
文字書家橘

たちばなうさぎ
右佐喜さんから、卒業

生一人ひとりに、寄席文字で「夢」と書かれた色紙が贈
られました。

美しい歌声に耳を傾けて
　3月12日、市営桜木住宅にて「心に花を咲かせよう
～心の復興コンサート～」が開催され、住宅にお住ま
いの方や地域の皆さん約130人がコーラスを楽しみ
ました。
　会場では、多賀城高等学校合唱部、宮城野中学校
COCO花、震災後に結成された心に花を咲かせよう
合唱団の美しい歌声が響きわたりました。
　皆さんは、懐かしい歌が始まると一緒に口ずさんだ
り、手をたたいたりして会場一体となり、楽しい時間
を過ごしていました。
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お
知
ら
せ

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
将棋教室 4月9日㈯、23日㈯午前9時20

分～11時30分
／市民活動サポートセンター

午前9時20分～10時20分
　初心者・初級者対象
午前10時30分～11時30分
　中級者・上級者対象

将棋教室：1コマ100円
将棋まつり：一般1,500円、学生・
女性1,000円（昼食・お茶付）
出原☎090-5067-5191
メールtagashogi@gmail.com多賀城春の将棋まつり 4月2日㈯午前9時40分開場

／文化センター
棋力別将棋大会とプロ棋士（宮本広志
四段）による指導対局（要事前申込）

絵手紙はがき絵
すずらんの会

金曜日コース4月8日、22日
土曜日コース4月2日、16日
いずれも午前9時30分～正午
／山王地区公民館

絵手紙を楽しんでみませんか 体験料2回セット1,000円
（手本代別）
浅野☎363-4887
（午前9時～正午、午後6時～8時）

陸上自衛隊多賀城駐屯地創立
62周年記念行事

4月10日㈰午前9時～午後3時
／多賀城駐屯地

記念式典、各種訓練展示、装備品展示、
自衛隊車両の体験試乗ほか。当日は、
大きな音がしますので、あらかじめ
ご了承ください。

陸上自衛隊多賀城駐屯地広報室
☎365-2121

囲碁大会 月例囲碁大会4月10日㈰
級位者囲碁大会4月16日㈯
いずれも午前9時50分から
／多賀城囲碁センター

上位者は表彰します。 1,500円（食事付き）
日本棋院多賀城支部
☎368-7925

赤ちゃんと楽しく遊んで、ベ
ビーマッサージ

4月11日㈪、25日㈪、5月10日
㈫いずれも午前10時30分～11
時30分
／市民活動サポートセンター

赤ちゃんヨガとベビーマッサージ
／あんよ前の赤ちゃんとママ5組（要
予約）

500円
まんどろスマイル　佐藤
メール　
mandoro_smile@yahoo.co.jp

NPO法人 いのちのパン
「新聞記事から環境問題を考
える」第2回

4月16日㈯午後1時30分～3時
30分
市民活動サポートセンター

エコな生活あれこれ、家庭における
二酸化炭素削減
／定員30人

無料
菅原☎090-3758-9355
メール　m_sgwr@ii.em-net.ne.jp

陸上自衛隊仙台駐屯地
「桜まつり」

4月16日㈯午前10時～午後3時
／陸上自衛隊仙台駐屯地

こども広場、各種露店、防衛館開放、
ミニ制服試着コーナーなど。車での
来場はできませんので、公共交通機
関をご利用ください。

無料
陸上自衛隊仙台駐屯地広報班
☎231-1111内線3861

輝かしい未来へ
小原流いけばな花展

4月16日㈯～17日㈰午前10時～
午後5時／文化センター

17日は午後4時まで 福田☎368-6614

赤ちゃんと楽しむ産後ママの
ためのエクササイズ「ベビーダ
ンス」

4月21日㈭午前10時30分から
／文化センター

首のすわった生後3カ月以降のだっ
こできる赤ちゃんとママ

1,200円（保険料込み）
太齋☎090-5186-5706

アロマで心と体をすこやかに
「アロマスプレー作り」

4月23日㈯午前10時～11時30
分
／市民活動サポートセンター

リラックスとヤル気のスイッチを切
り換えるスプレー作り。／アロマに
興味のある方、どなたでも

1,500円
吉田☎090-2844-6452

プリザーブドで作る母の日ア
レンジ教室

4月23日㈯午前10時～正午
／文化センター

親子で参加可（要申込） 2,800円（材料費）
佐藤☎090-4314-5083

ハッピーピース勉強会
「自閉症の障害特性」

4月28日㈭午前10時～正午
／市民活動サポートセンター

子どもたちの特性と感覚を知ってみ
ませんか。
／どなたでも（定員24人）

会員2,000円、非会員2,500円
ハッピーピース
本郷☎080-3190-9802

たがじょう金管まつりvol.8
“ブラスの覚醒”

4月30日㈯午後0時45分開場、
午後1時15分開演
／文化センター

金管アンサンブル 無料
アイリス・ブラス・ゾリステン
立花☎090-9422-7620

第33回多賀城市卓球協会長
杯争奪卓球大会

小中学の部5月21日㈯、一般の
部5月22日㈰午前8時開場、午
前9時開会式
／総合体育館

団体戦および個人戦。多賀城市、塩
竈市、七ケ浜町、松島町、利府町に
居住、通勤、通学者（総合体育館を活
動場所としているチームも可）

総合体育館備え付けの要領をご覧く
ださい
多賀城市卓球協会事務局
佐藤☎090-7320-0306

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（ファクス 368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月
以降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市ホームページにも転載さ
れます。

会
員
募
集

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
空手道 武現塾 毎週木曜日／多賀城中学校

毎週土曜日／第二中学校
いずれも午後7時～9時

空手に興味のある方 月1,000円（入会金3,000円）
堀江☎090-7067-2287
メールtaga_bugen@yahoo.co.jp

ヨガサークル 毎週金曜日午後2時～3時30分
／山王地区公民館

どなたでも 月2,000円（入会金1,000円）
菅原☎090-4883-0712

太極拳サークル 白鶴 毎週水曜日午後7時から
／文化センター

初心者歓迎 月1,500円
長内☎080-1809-6787

多賀城アトム体操クラブ 幼稚園コース毎週月曜日午後4時
45分～5時30分・小学生コース
毎週月曜日午後5時30分～6時
30分・選手コース毎週月、木曜
日午後6時～9時
／塩竈市立第二小学校

幼稚園コース（4～5歳）、小学生コー
ス（小学1～6年生）、選手コース（小
学1年生～中学3年生）

アトム体操クラブ
青沼☎090-9030-1578

ヨガ同好会ラン 毎週水曜日①午前9時30分～10
時30分②午前10時45分～11時
45分／文化センター

初心者向きのヨガクラス 月2,000円（入会金なし）
鈴木☎368-7078

ヨーガ教室「たんぽぽ」 毎週木曜日午前10時30分～11
時30分／文化センター

どなたでも、（体験可、運動のできる
服装で）

月3,000円（入会金1,000円）
西山☎389-2084

双子サークル
「みらくるキッズ」

月1～2回平日午前10時～正午（土
曜日活動年6回あり）
／子育てサポートセンターほか

悩みや喜びを共有し、リフレッシュ
や育児の励みにつながるような活動
をしていきます。
／双子、三つ子および親

月200円（1家族）
メール
miracle.kids.twins@gmail.com

桜木花園幼稚園未就園児教室
「ひよちゃんクラブ」

5月から年間を通して行ないます。
初回5月13日㈮
参加者随時申込受付中
／桜木花園幼稚園

平成24年4月2日～26年4月1日生
まれの未就園児

詳しくはお問い合わせください
☎363-0515
メール
hanazono@sakuragi-hanazono.
ac

プリ＆フラワーサークル 毎週火曜日午前10時30分から、
午後1時30分から、午後3時から
／市民活動サポートセンター

生花は毎週、プリは月1回開催。自
由参加で花代のみ。体験レッスン予
約随時受付

材料代（生花2,900円、プリ3,900円）
入会金、会費なし。施設維持費別途
宮澤☎090-1938-8602

バレトン教室 毎月第2、4火曜日午前10時30
分～11時30分
／リフレーヌ

バレエ、ストレッチ、ヨガを組み合
わせた体操
／どなたでも（運動できる服装で）

毎回500円
原谷☎368-3189

親婦人親子リズムりんご 毎週木曜日午前10時30分から
／高橋地区生活センター

スキンシップを大切に親子でリズム
体操をします
／生後6カ月から入園時前の親子

月1,200円
あおしま☎090-1203-7345

バレエサークル
「レ・アールクラシックバレエ」

毎週木曜日午後4時40分～8時
30分
／ホテルグランドパレス塩釜

興味のある方、初心者大歓迎
／4歳以上からどなたでも

月3,500円～4,500円
田中☎090-3982-0327
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定
員
／
50
人（
申
込
順
）

費
用
／
無
料

申
込
・
問
／
4
月
18
日
㈪
か
ら
5
月
9
日
㈪
ま
で

に
往
復
は
が
き
に「
地
域
市
民
の
た
め
の
大
学
公

開
講
座
受
講
希
望
」と
明
記
し
て
、
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
電
話
番
号
④
氏
名（
ふ
り
が
な
）⑤
年
齢

⑥
職
業
を
記
入
の
上
、
東
北
学
院
大
学
多
賀
城

キ
ャ
ン
パ
ス
庶
務
係（
〒
9
8
5
―
8
5
3
7　

多
賀
城
市
中
央
1
丁
目
13
―
1
）へ

☎
3
6
8
・
1
1
1
6

フ
ァ
ク
ス 

3
6
8
・
7
0
7
0

　
本
市
で
は
、
東
北
学
院
大
学
と
連
携
し
て
計
8

回
の
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
座
を
継
続
し

て
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

メ
ー
ン
テ
ー
マ
／

　
「
生
活
を
豊
か
に
す
る
知
識
あ
れ
こ
れ
」

日
時
／
5
月
18
日
～
7
月
6
日
の
毎
週
水
曜
日　

午
後
6
時
～
7
時
30
分

会
場
／
東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
1
号

館
3
階
第
2
会
議
室

対
象
／
生
涯
学
習
ま
た
は
学
び
直
し
を
目
的
と
す

る
高
齢
者
の
方
。
な
お
、
高
校
生
以
上
の
方
で
、

継
続
し
て
参
加
で
き
る
方
も
受
講
が
可
能
で
す
。

歴
史
の
風
�

～
浮
島
神
社
～

　
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
国
府
多
賀
城
駅
の
北
約

3
0
0
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
小
高

い
丘
が
歌
枕「
浮
島
」で
、
こ
こ
に
浮
島
神
社

が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
承じ
ょ
う
ほ
う保
か
ら
承
じ
ょ
う
り
ゃ
く暦
年
間

（
1
0
7
4
～
1
0
8
0
年
）、
陸
奥
国
の

長
官
で
あ
っ
た
橘
た
ち
ば
な
の
た
め
な
か

為
仲
は
、
浮
島
神
社
を
詠

ん
だ
歌
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
世
紀
の
文
書
集
で
あ
る『
朝ち
ょ
う
や野

群ぐ
ん
さ
い載
』に
は
延
え
ん
き
ゅ
う久

6
年（
1
0
7
4
年
）の
こ

と
と
し
て
、
御ご
た
い
の
み
う
ら

体
御
卜（
天
皇
の
身
体
の
平

安
を
占
う
儀
式
）の
結
果
、
延
喜
式
外
社
の

陸
奥
国
浮
島
社
・
塩
竈
社
・
鳥
海
社
に
祓
い

を
行
わ
せ
る
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
こ
こ
で

も
浮
島
神
社
の
存
在
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
安
永
3
年（
1
7
7
4
年
）の『
浮

嶋
村
風
土
記
御
用
書
出
』に
は
浮
島
神
社
の

名
は
な
く
、
神
社
と
し
て
は「
村
鎮
守　

多

賀
の
神
社
」「
大
臣
神
社
」の
二
社
が
見
え
る

の
み
で
す
。
多
賀
神
社
は
か
つ
て「
多
賀
御

城
主
」が
近
江
国（
滋
賀
県
）の
多
賀
神
社
を

勧
請
し
た
も
の
で
、
奥
州
百
座
、
宮
城
郡
四

座
の
う
ち
の
一
つ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

し
、
社
地
は
竪
90
間
・
横
40
間
、
社
・
鳥
居

と
も
南
向
き
で
、「
多
賀
神
社
」と
書
か
れ
た

額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
9
月
15
日
が

祭
日
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
と
こ
ろ
が
元
禄
初
め（
17
世
紀
末
）頃
の
鹽

竈
神
社
末
社
関
係
史
料
の
う
ち
、
浮
島
村

肝き
も
い
り入
や
組く
み
が
し
ら頭
な
ど
の
連
名
に
よ
る
文
書
に

は
、
浮
島
村
の
多
賀
神
社
は
浮
島
明
神
の
名

で
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
社
の
老
朽
化
に
よ

る
新
築
の
際
、
湯
立
ち
を
し
て
託
宣
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
多
賀
の
明
神
と
し
て
あ
が
め
る

よ
う
お
告
げ
が
あ
っ
た
の
で
名
前
を
改
め
た

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
祭
礼
御

用
を
勤
め
る
人
が
替
わ
り
、
祭
日
も
お
告
げ

に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
村
側
の
記
録
か
ら
は
、
村
鎮
守

は
も
と
も
と
浮
島
明
神
と
称
し
て
い
た
こ

と
、
藩
政
確
立
期
頃
に
神
社
の
名
称
や
祭
日

な
ど
変
化
し
た
こ
と
な
ど
が
伺
え
ま
す
。

　

明
治
4
年（
1
8
7
1
年
）、
多
賀
神
社

は
浮
島
村
の
総
鎮
守
と
し
て
村
社「
浮
島
神

社
」と
な
り
、
明
治
末
年
の
全
国
的
な
神
社

合ご
う
し祀
の
波
に
も
の
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
今
な

お
氏
子
や
地
域
住
民
か
ら
敬
わ
れ
て
い
ま

す
。

～
東
北
学
院
大
学
と
の
連
携
協
力
協
定
事
業
～

地
域
市
民
の
た
め
の
大
学
公
開
講
座

回 開催日 内　　容（テーマ） 講　　　師

1 5月18日
伝統と開発の間　―ルソ
ン島北部山岳住民の知恵
と苦悩から学ぶもの―

文学部総合人文学科
教授　北　博　氏

2 5月25日 色を使ったまちづくり　
―景観評価を参考に―

工学部環境建設工学科
准教授　恒松　良純　氏

3 6月  1日
大規模災害におけるＭＡ
ＮＥＴを利用した避難所
管理システムについて

工学部電気情報工学科
教授　金　義鎭　氏

4 6月  8日 戦時期の「大仙台」構想と
多賀城海軍工廠

経済学部経済学科
教授　仁昌寺　正一　氏

5 6月15日 科学技術社会と生活　
―電子工学を中心として―

工学部電子工学科
教授　小澤　哲也　氏

6 6月22日 健康について考えるため
の運動と免疫のあれこれ

教養学部人間科学科
准教授　坂本　譲　氏

7 6月29日
持つべきか、持たざるべ
きか　―核武装と非核の
選択―

法学部法律学科
教授　塩屋　保　氏

8 7月  6日 老人ホームをテストする 経営学部経営学科
教授　岡田　耕一郎　氏

※5月18日…開講式、7月6日閉講式・修了証授与

浮島神社
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る
親
子
。
歯
、口
腔
が
健
康
で
、歯
列・

咬
合
が
良
好
で
あ
る
こ
と
、
歯
口
清
掃

が
良
好
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

応
募
方
法
／
4
月
1
日
㈮
～
4
月
8
日

㈮
、
健
康
課
親
子
保
健
係（
内
線

1
3
6
）へ

8
0
2
0
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル

対
象
／
6
月
4
日
現
在
、
満
80
歳
以
上

で
歯
が
20
本
以
上（
治
療
完
了
）で
健
康

状
態
の
良
好
な
方

応
募
方
法
／
4
月
15
日
㈮
ま
で
住
所
・

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・生
年
月
日
、
年
齢・

電
話
番
号
・
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
ま

た
は
最
寄
り
の
歯
科
医
院
を
記
入
し
、

宮
城
県
歯
科
医
師
会
コ
ン
ク
ー
ル
事
務

局（
☎
2
2
2
・
5
9
6
0
）へ
官
製

は
が
き
で
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

あ
て
先
／
〒
9
8
0
―
0
8
0
3
仙
台

市
青
葉
区
国
分
町
1
丁
目
5
番
1
号

フ
ァ
ク
ス
2
1
5
・
3
4
4
2

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
4
月
1
日
現
在
で
身
体
や
精
神
に
障

害
が
あ
り
、
歩
行
が
困
難
な
方
な
ど
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
の
軽
自
動
車
税
が

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
す
る
方
は
、
5
月
31
日
㈫
ま
で

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

保
育
士（
非
常
勤
、
臨
時
）

募
集
人
数
／
非
常
勤
4
人
程
度
、
臨
時

4
人
程
度

資
格
／
保
育
士
資
格

任
用
期
間
／
任
用
日
～
平
成
29
年
3
月

31
日（
最
大
5
年
度
の
更
新
有
）

報
酬
額
／
非
常
勤
職
員
月
額
15
万

4
3
0
0
円
。
臨
時
職
員
日
額

8
8
3
5
円
。

勤
務
時
間
／
非
常
勤
職
員
1
日
6
時
間

程
度
を
週
5
日
。
臨
時
職
員
1
日
7
時

間
45
分
を
週
5
日
。
シ
フ
ト
制
勤
務
。

土
曜
日
勤
務
有
。

面
接
日
程
／
随
時
開
催（
応
相
談
）

申
込・問
／
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
応
募
を
希
望
す

る
方
は
、
市
販
の
履
歴
書
お
よ
び
資
格

証
明
書
類
を
保
育
課
保
育
企
画
係（
内

線
1
8
1
、
1
8
2
）へ
直
接

臨
時
調
理
員

業
務
内
容
／
保
育
所
に
お
け
る
給
食
な

ど
調
理
業
務

勤
務
場
所
／
鶴
ケ
谷
保
育
所

募
集
人
数
／
1
人

任
用
期
間
／
任
用
日
～
平
成
29
年
3
月

31
日

報
酬
額
／
日
額
6
0
4
5
円

勤
務
時
間
／
1
日
7
時
間
45
分
を
週
5

日
。
土
曜
日
勤
務
あ
り

条
件
／
通
勤
手
当
、
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
な
ど
あ
り

申
込
・
問
／
4
月
8
日
㈮
ま
で
市
販
の

履
歴
書
を
保
育
課
保
育
企
画
係（
内
線

1
8
1
、
1
8
2
）へ
直
接

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
や
当

日
の
お
手
伝
い
、
手
作
り
の
お
も
ち
ゃ

の
製
作
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
高
校

生
以
上
の
方

※
4
月
14
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
議
を
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

☎
3
5
5
・
7
0
8
5

■
鶴
ケ
谷
児
童
館

　
児
童
館
事
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
高
校
生
以
上
の
方

申
込
・
問
／
鶴
ケ
谷
児
童
館

☎
3
6
2
・
0
7
6
3

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

コ
ー
ス
名
・
定
員
／〈
多
賀
城
実
習
場
〉

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
15
人
②
住
宅
建

築
工
事
科
15
人
③
電
気
・
情
報
通
信
工

事
科
15
人
④
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
18

人
⑤
生
産
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
科

30
人

訓
練
期
間
／
7
月
1
日
～
12
月
28
日
の

6
カ
月

受
講
料
／
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

申
込
／
4
月
18
日
㈪
か
ら
5
月
12
日
㈭

ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
釜
を
通
じ
て

申
し
込
み

問
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城
訓
練
課

☎
3
6
2
・
2
4
5
4

労
働
基
準
監
督
官

受
験
資
格
／

①
昭
和
61
年
4
月
2
日
～
平
成
7
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

方
で
次
に
掲
げ
る
方

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
29

年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
方

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

申
込
／
4
月
1
日
㈮
～
13
日
㈬

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
宮
城
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事

係☎
2
9
9
・
8
8
3
3

七
ケ
浜
町
公
園
墓
地「
蓮
沼
苑
」

　
次
の
対
象
①
～
③
全
て
に
該
当
す
る

方
を
対
象
に
、
利
用
申
し
込
み
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
／
①
本
市
に
1
年
以
上
継
続
し
て

住
所
を
有
し
て
い
る
方
②
埋
葬
予
定
の

遺
骨
が
あ
る
方
③
申
請
者
の
世
帯
全
員

が
墓
地
を
持
っ
て
い
な
い
方

所
在
地
／
七
ケ
浜
町
代
ケ
崎
浜
字
蓮
沼

1
番
地

区
画
面
積
／
1
区
画
3
・
3
平
方
メ
ー

ト
ル（
間
口
1
・
65
メ
ー
ト
ル
、
奥
行

き
2
メ
ー
ト
ル
）

使
用
料
な
ど
／
65
万
円（
永
代
使
用
料

55
万
円
、
永
代
管
理
料
10
万
円
）

必
要
書
類
等
／
①
住
民
票（
発
行
か
ら

2
週
間
以
内
の
本
籍
地
記
載
の
世
帯
全

員
分
）②
埋
火
葬
許
可
証
の
写
し
③
印
鑑

申
込
／
随
時

問
／
生
活
環
境
課
総
務
企
画
係

内
線
2
3
2
、
2
3
3

歯
つ
ら
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

対
象
／
平
成
27
年
度
に
本
市
3
歳
児
歯

科
健
診
を
受
診
し
た
幼
児
と
そ
の
父
母

兄
姉（
親
と
子
の
部
、フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
）

選
考
基
準
／
日
常
生
活
の
中
で
、
よ
い

食
習
慣
、生
活
習
慣
の
確
立
を
通
じ
て
、

心
身
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

税
の
お
知
ら
せ

くらしのくらしの
情報情報

募
集
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国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通

知
書（
暫
定
賦
課
）の
送
付

　

平
成
28
年
度
の
納
税
通
知
書（
暫
定

賦
課
第
1
期
～
第
3
期
）を
4
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
は

前
年（
27
年
中
）の
所
得
に
基
づ
い
て
算

定
し
ま
す
が
、
そ
の
確
定
が
6
月
の
た

め
、
27
年
度
の
加
入
状
況
な
ど
を
基
に

仮
に
計
算
し
た
金
額
で
第
1
期
か
ら
第

3
期
で
そ
れ
ぞ
れ
課
税
し
ま
す（
暫
定

賦
課
）。
7
月
に
27
年
中
の
所
得
が
確

定
し
た
際
に
保
険
税
を
再
度
計
算
し
、

暫
定
賦
課
で
納
め
て
い
た
だ
い
た
分
を

差
し
引
い
て
、
あ
ら
た
め
て
第
4
期
か

ら
第
10
期
分
の
金
額
を
通
知
し
ま
す

（
精
算
賦
課
）。

　
口
座
振
替
で
の
納
入
は
、
納
期
限
前

の
毎
月
26
日（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

の
場
合
は
翌
営
業
日
）に
振
り
替
え
ま

す
。
残
高
不
足
な
ど
で
振
替
不
能
の
場

合
は
翌
月
10
日
に
再
度
振
り
替
え
ま

す
。

　

暫
定
通
知
書
の
期
別
納
付
額
下
段

は
、平
成
26
年
中
の
所
得
金
額
を
基
に
、

仮
に
1
年
間
加
入
し
た
場
合
の
年
間
保

険
税
額
を
計
算
し
た
も
の
で
す
。

　
特
別
徴
収
の
方
で
平
成
28
年
2
月
に

年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
た
方
に
つ
い
て

は
2
月
と
同
額
が
、
4
月
、
6
月
、
8

月
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で

別
途
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
7

あ
な
た
の
資
産
を
ご
確
認

く
だ
さ
い

　
固
定
資
産
を
所
有
す
る
本
人
ま
た
は

委
任
を
受
け
た
方
は
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
台
帳
に
は
、所
有
す
る
土
地
、家
屋
、

償
却
資
産
に
関
す
る
評
価
額
、
税
額
の

基
礎
と
な
る
課
税
標
準
額
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の

納
税
義
務
者
の
方
は
、
自
己
の
土
地
ま

た
は
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
、
公
平
に

評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た

め
、
自
己
所
有
以
外
の
土
地
ま
た
は
家

屋
の
評
価
額
な
ど
を
記
載
し
た
帳
簿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
／
4
月
1
日
㈮
～
5
月
31
日
㈫
の

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
自
己
所
有
の
資
産
の
確
認
に
つ
い
て

は
、
期
間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

前
記
の
期
間
以
外
は
有
料
で
す
。

会
場
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

必
要
な
物
／
身
分
を
証
明
す
る
も
の

※
委
任
を
受
け
た
方
は
委
任
状

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
介
護
施
設
な
ど
で
利
用
者
と
の
話
し

相
手
や
見
守
り
や
配
膳
の
お
手
伝
い
な

録
が
必
要
で
す
。

費
用
／
子
ど
も
一
人
あ
た
り

市
民
の
方　
無
料

他
市
町
村
の
方　
5
0
0
円

■
一
時
預
か
り
事
業

　
6
カ
月
以
上
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
託
児
室
で
お
預
か
り
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
母
子
健
康
手
帳
、
お
子

さ
ん
の
名
前
の
入
っ
た
健
康
保
険
証
の

写
し
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
者
証

の
写
し（
お
持
ち
の
方
の
み
）を
お
持
ち

に
な
り
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

登
録
受
付
開
始
日
／
4
月
1
日
㈮

利
用
開
始
日
／
4
月
2
日
㈯

費
用（
1
時
間
あ
た
り
）／
市
民
の
方　

7
0
0
円（
以
降
30
分
ご
と
3
5
0
円
）

他
市
町
村
の
方　
8
0
0
円（
以
降
30

分
ご
と
4
0
0
円
）

問
／
す
く
っ
ぴ
ー
ひ
ろ
ば

☎
3
5
5
・
7
0
8
5

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　
平
成
27
年
12
月
分
～
28
年
3
月
分
の

手
当
を
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

で
全
部
支
給
・
一
部
支
給
の
方
の
指
定

口
座
に
4
月
11
日
㈪
に
振
り
込
み
ま

す
。
振
込
時
間
帯
の
指
定
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
入
金
の
確
認
は
翌
日
以
降
、

通
帳
に
記
帳
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
、
原
則
と
し
て
ひ

と
り
親
の
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

問
／
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
係

内
線
6
7
3
、
6
7
4

ど
を
行
い
、
活
動
確
認
ス
タ
ン
プ
を
貯

め
て
換
金（
年
上
限
1
万
円
）を
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

■
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

対
象
／
市
内
在
住
で
、
介
護
施
設
な
ど

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
関
心

の
あ
る
65
歳
以
上
の
方

登
録
に
必
要
な
物
／
介
護
保
険
証
お
よ

び
印
鑑

※
登
録
後
は
、
活
動
開
始
前
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
／
介
護
福
祉
課
介
護
予
防
係

へ
電
話
ま
た
は
直
接

内
線
6
6
5
、
6
6
6

各
種
健
診
等
申
込

　
新
し
く
本
市
に
転
入
し
、
健
診
申
込

書
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
今
年
度
の

各
種
が
ん
検
診
・
予
防
接
種
な
ど
の
受

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
健
診
申
込
書
に
つ
い
て
は
、

2
月
か
ら
3
月
に
20
歳
以
上
の
方
が
い

る
世
帯
へ
配
付
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
～
1
3
4

学
校
給
食
費
の
納
入

　
学
校
給
食
費
は
、
学
校
給
食
法
第
11

条
第
2
項
に
基
づ
き
、
食
材
費
用
と
し

て
児
童
生
徒
の
保
護
者
が
負
担
す
べ
き

も
の
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
学
校
給
食
費
未
納
保
護
者

に
は
催
告
書
を
送
付
し
ま
す
。さ
ら
に
、

平
成
25
年
度
よ
り
学
校
給
食
費
未
納
保

護
者
に
対
し
て
、
支
払
督
促
申
立
て
を

順
次
行
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
の
納
入
に
つ
い
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

内
線
5
2
2
～
5
2
4

国
民
健
康
保
険
脳
検
診

助
成
事
業

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
方
を
対
象
に
脳
検
診（
脳
ド
ッ
ク
）へ

の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
助
成
対
象
者
は
平
成
28
年

4
月
1
日
現
在
、
本
市
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
左
表
の
生
年

月
日
の
方
で
す
。

　
な
お
、
助
成
対
象
者
に
は
4
月
下
旬

頃
に
案
内
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
庶
務
係

内
線
1
2
1
～
1
2
3

す
く
っ
ぴ
ー
ひ
ろ
ば（
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）の
利
用

方
法
な
ど

■
使
用
登
録

　

移
転
後
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
場
合
は
初
回
の
み
登

く
ら
し

年齢 生年月日

40歳 昭和51年4月2日～
　　52年4月1日

45歳 　　46年4月2日～
　　47年4月1日

50歳 　　41年4月2日～
　　42年4月1日

55歳 　　36年4月2日～
　　37年4月1日

60歳 　　31年4月2日～
　　32年4月1日

65歳 　　26年4月2日～
　　27年4月1日

70歳 　　21年4月2日～
　　22年4月1日
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障
害
者
等
燃
料
費
助
成
券・

タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
期
間
／
4
月
1
日
㈮
～
7
日
㈭
の

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

会
場
／
市
役
所
1
階
社
会
福
祉
課
相
談

室
2

＊
4
月
8
日
㈮
以
降
は
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
窓
口
で
受
付

＊
対
象
や
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

広
報
多
賀
城
3
月
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

内
線
1
6
7
～
1
6
9

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
な
ど
で
就
学
困
難
な

小
・
中
学
生
の
た
め
に
、
学
用
品
費
や

校
外
活
動
費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度
で

す
。
対
象
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、
広
報

多
賀
城
3
月
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

内
線
5
2
3
、
5
2
4

建
物
等
を
新
築
さ
れ
た
方

へ（
住
所
に
つ
い
て
）

　

市
内
で
住
居
表
示
実
施
区
域（
住
所

を「
○
丁
目
」と
表
記
し
て
い
る
区
域
）

内
に
建
物
な
ど
を
新
築
・
建
て
替
え
た

際
は
、「
建
物
等
新
築
届
出
書
」の
提
出

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
届
け
出
は
、
住
所
を
決
定
す
る

た
め
の
も
の
で
、
棟
上
げ
が
終
わ
り
、

玄
関
の
位
置
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
か
ら
提
出
が
可
能
で
す
。

　
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
新

築
し
た
場
合
は
、
住
居
表
示
実
施
区
域

外
で
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
／
市
民
課
記
録
係

内
線
1
4
2

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

民
間
賃
貸
住
宅
借
上
げ
仮

設
の
解
約
手
続
き

　
住
宅
再
建
に
伴
い
、
仮
設
住
宅
を
解

約（
退
去
）さ
れ
る
場
合
は
、
解
約
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
再
建
方
策
が

決
ま
っ
た
段
階
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
再
建
に
伴
う
被
災
者
生
活
再

建
支
援
制
度
の
加
算
支
援
金
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
被
災
時
の
市
町
村
へ
ご
相

談
願
い
ま
す
。

問
／
社
会
福
祉
課
生
活
再
建
支
援
室

内
線
6
5
2
、
6
5
3

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
す
る

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

　

戦
没
者
の
ご
遺
族
に
対
し
、
次
の

1
、2
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
一
人

に
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
／

1　
第
八
回
ま
た
は
第
九
回
の
特
別
弔

慰
金
の
受
給
権
を
有
し
て
い
る
ご
遺
族

2　
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受
け

て
い
た
方（
戦
没
者
の
妻
や
父
母
な
ど
）

が
平
成
21
年
4
月
1
日
～
27
年
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
亡
く
な
る
な
ど
し
て
、

27
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

　
4
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
は
、
Ｐ
Ｍ

2
・
5
の
濃
度
が
上
昇
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、、
各
自
治
体
が
発
信

す
る
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
高
濃
度
に
な
っ
た
場
合
は

　

市
に
注
意
喚
起
情
報
が
入
り
し
だ

い
、
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
に
直
接
連
絡

を
す
る
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
を

通
し
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
注
意
喚
起
情
報
が
出
た
場
合
は

①
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
る

②
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
は

で
き
る
だ
け
減
ら
す

③
屋
内
で
も
、
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必

要
最
小
限
に
す
る

④
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患
の
あ
る

方
、
小
児
、
高
齢
者
は
体
調
の
変
化
に

注
意
す
る

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係

内
線
2
3
4
～
2
3
6

宮
城
県
林
野
火
災
防
御
訓
練

を
実
施
し
ま
す

日
時
／
4
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
グ
ラ
ン
デ
ィ
21
宮
城
県
総
合
運

動
公
園

内
容
／
訓
練
の
ほ
か
、
午
前
9
時
か
ら

防
災
機
関
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
特
殊
車

両
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

問
／
交
通
防
災
課
消
防
防
災
係

内
線
2
7
5

宮
城
県
総
務
部
消
防
課

☎
2
1
1
・
2
3
7
4

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い

な
く
な
っ
た
ご
遺
族
で
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

⑴
弔
慰
金
の
受
給
権
者

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い

な
か
っ
た
方
な
ど
は
除
か
れ
ま
す
）

⑷
前
記
⑴
か
ら
⑶
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

⑸
前
記
⑴
か
ら
⑷
以
外
の
三
親
等
内
の

親
族（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
）

請
求
期
間
／
平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

申
込
・
問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
1
6
2
、
1
6
3

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を

配
付
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
救
急
時
に

役
立
て
ら
れ
る
情
報（
持
病
の
有
無
や

内
服
薬
の
情
報
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
）

を
記
入
し
た「
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
」を
専

用
容
器
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
の
中
に
入
れ

て
保
管
す
る
も
の
で
す
。

※
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
へ
記
入
す
る
疾
病

の
状
況
や
内
服
状
況
な
ど
は
、
最
新
の

情
報
を
記
載
し
、
変
更
が
あ
っ
た
際
は

記
入
内
容
を
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

方③
日
中
、
独
居
状
態
と
認
め
ら
れ
る
65

歳
以
上
の
方

　
こ
れ
ま
で
配
布
を
受
け
て
い
な
い
方

で
、
新
た
に
対
象
に
該
当
し
、
配
付
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
介
護
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
係

内
線
6
6
4
、
6
6
5

選
挙
の
お
知
ら
せ

　
今
年
は
、
7
月
25
日
に
任
期
満
了
と

な
る
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
か
ら
、
選
挙
権
年
齢
が
満

18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
予
定
で

す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内
線
6
3
1
、
6
3
2

微
小
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
2
・
5
に
ご
注
意

■
Ｐ
Ｍ
2
・
5
と
は

　
大
気
中
に
漂
っ
て
い
る
非
常
に
小
さ

い
粒
子（
髪
の
毛
の
太
さ
の
30
分
の
1

程
度
）の
こ
と
で
、
肺
の
奥
ま
で
入
り

や
す
く
、
肺
が
ん
な
ど
、
呼
吸
器
系
、

循
環
器
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
粒

子
で
す
。
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春
の
交
通
安
全
運
動

　
交
通
事
故
は
、
被
害
者
と
加
害
者
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
周
り
の
人
た
ち
も

不
幸
に
し
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
あ
わ
な

い
た
め
に
、
み
ん
な
で
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

期
間
／
4
月
6
日
㈬
～
15
日
㈮

内
容
／

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
／
交
通
防
災
課
交
通
防
犯
係

内
線
2
7
1
、
2
7
2

高
齢
者
福
祉
施
設
の
ご
案
内

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
の
場
と
な

る
施
設
を
ご
案
内
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ

　
健
康
器
具
、
カ
ラ
オ
ケ
、
囲
碁
、
将

棋
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
各
種
催
し

物
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
医
師
や
看
護
師
に
よ
る
健
康

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
／
午
前
9
時
30
分
～
午
後
5

時（
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

入
浴
は
午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

対
象
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以

上
の
方

利
用
料
／
無
料

催
し
物
／

民
謡（
桃
也
会
）＝
毎
月
第
1
水
曜
日
午

後
1
時
か
ら

カ
ラ
オ
ケ（
さ
ざ
ん
か
カ
ラ
オ
ケ
）＝
毎

月
第
2
木
曜
日
午
後
1
時
か
ら

舞
踊（
暁
流
）＝
4
月
10
月
の
第
3
木
曜

日
午
後
1
時
か
ら

　
日
程
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

設
備
／
浴
室
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
椅
子
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど

問
／
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ

☎
3
6
5
・
2
8
5
1

■
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
以
外
に
も
、
軽

運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
／
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
年
末
年
始
を
除
く
）

対
象
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

利
用
料
／
1
時
間
に
つ
き
2
0
0
円

（
照
明
設
備
利
用
料
別
途
加
算
）

問
／
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ

☎
3
6
5
・
2
8
5
1

■
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
高
齢
者
の
社
会
的
活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
就
労
相
談
、
技
能
講
習
会
お
よ

び
各
種
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分（
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

対
象
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以

上
の
方

技
能
講
習
会
／
ふ
す
ま
・
障
子
張
り
、

植
木
剪
定
、
網
戸
張
り
な
ど

各
種
教
室
／
パ
ソ
コ
ン
、
習
字（
毛
筆・

ペ
ン
）、
日
曜
大
工
、
手
工
芸
な
ど

利
用
料
／
無
料（
実
費
負
担
あ
り
）

問
／
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

☎
3
6
8
・
2
3
5
0

多
賀
城
を
元
気
に
す
る
地

域
情
報
は「
た
が
さ
ぽ
」へ

　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
通

称
た
が
さ
ぽ
）で
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
・
町
内
会
な
ど
の
情
報
を
収
集
・
発

信
し
て
い
ま
す
。
多
賀
城
の
こ
と
を
知

り
た
い
、新
し
く
何
か
始
め
て
み
た
い
、

地
域
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
と
い
う
方

は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
／
平
日
午
前
9
時
～
午
後
9

時
30
分
、
日
曜
・
祝
日
午
前
9
時
～
午

後
5
時

休
館
日
／
毎
週
水
曜
日（
水
曜
が
祝
日

の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

問
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
3
6
8
・
7
7
4
5

防
火
標
語
入
選
作
品

特
選

「
消
し
ま
し
ょ
う　
油
断
と
言
う
名
の

　
　
　
心
の
火
」

　
　
　
塩
釜
油
槽
所
勤
務

�

山
崎　
富
男
さ
ん

入
選

「
ま
あ
い
い
か　
あ
ま
い
心
が

　
　
　
火
事
の
種
」

　
　
　
山
王
小　
5
年

�

赤
間　
菜
穂
さ
ん

FacebookとTwitterを
始めました

　本市では、平成28年3月から公式フェイスブック
と公式ツイッターで情報発信を始めました。
　市ホームページのバナーまたは下記QRコードから
アクセスしてください。

問／地域コミュニティ課広報広聴係　内線254、255

【Facebook－配信内容】
イベントや講座情報などを、より
タイムリーに写真を交えながら配
信します。

【Twitter－配信内容】
「不審者情報」や「緊急・災害情報」
など緊急性が高い情報を、広く配
信します。

「
み
く
び
る
な　
小
さ
な
火
こ
そ

　
　
　
火
事
の
も
と
」

　
　
　
山
王
小　
6
年

�

可
沼　
空
晴
さ
ん

　
入
選
の
防
火
標
語
は
、
今
後
一
年
間

火
災
予
防
運
動
な
ど
の
各
種
広
報
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
予
防
課
指
導
係

☎
3
6
1
・
1
6
1
7

納
税
の
お
知
ら
せ

4
月
の
納
付

▼
国
民
健
康
保
険
税　
第
1
期

▼
介
護
保
険
料　
第
1
期

※
納
期
限
は
5
月
2
日
㈪
で
す
。

税
金
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
振
替

4
月
26
日
、
再
振
替
5
月
10
日
）

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3
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休日の診療
詳しい測定結果などはお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

 内科・小児科
■塩釜地区休日急患診療センター
　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日・祝日
	 　午前8時45分〜11時30分
	 　午後1時〜4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分〜9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・祝日の受付時間と同じ）

 歯　科
日付 医　院　名 住　　　所 電話番号

4月3日 せいの歯科医院 多賀城市東田中2丁
目40-32-102 365-0099

10日 はるみ歯科 塩竈市花立町13-12 362-5537
17日 永沼歯科クリニック 塩竈市梅の宮14-10 361-1251

24日 ありま歯科医院 多賀城市高橋4丁目
2-1 389-1182

29日 かわぐち歯科医院 七ケ浜町汐見台
6-2-11 357-6099

5月1日 千葉歯科医院 塩竈市東玉川2-31 362-5253

3日 誠寿歯科医院 多賀城市高橋2丁目
19-20 368-5588

4日 泉沢歯科医院 塩竈市泉沢町17-15 363-2306

5日 ホワイト歯科
クリニック

多賀城市伝上山4丁
目8-20 367-6151

 宮城県子ども夜間安心コール
　宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法
に関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談
室を開設しています。
相談時間/毎日午後7時〜翌朝午前8時
	 ☎#8000（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）

	 *PHS不可
	 ☎212-9390（プッシュ回線以外の固定電話・PHSなど）

❖市内の空間放射線量率
　いずれの測定地点も除染が必要なレベルや健康に影響を及ぼすレベルには達していませんのでご安心ください。
　下線表示の測定地点は、地表からの高さ1メートルの測定値、それ以外は地表からの高さ0．5メートルの測定値です。
　測定は市内55施設（学校、幼稚園、保育所、公共施設、公園など）のうち、毎日10施設づつ測定しています。
2月15日～3月14日までの測定値（測定値の単位はマイクロシーベルト／時間）

測定地点 測定値 測定地点 測定値 測定地点 測定値 測定地点 測定値
1 新田新後公園 0.05 15 つめ草保育園 0.03 29 旭ケ岡公園 0.06 43 新梅ノ宮公園 0.05
2 新田4号公園 0.06 16 仙台育英学園多賀城校舎前（通学路） 0.05 30 東北学院幼稚園 0.06 44 新丸山公園 0.04
3 多賀城すみれ保育園 0.05 17 多賀城八幡小学校 0.05 31 多賀城市役所 0.04 45 多賀城東小学校 0.05
4 山王小学校 0.04 18 八幡花園幼稚園 0.04 32 志引保育所 0.06 46 東豊中学校 0.05
5 山王2号公園 0.06 19 八幡保育所 0.05 33 多賀城小学校 0.05 47 笠神保育所 0.05
6 西部児童センター 0.06 20 八幡1号公園 0.04 34 太陽の家 0.06 48 大代保育園 0.04
7 あかね保育所 0.05 21 高崎中学校 0.05 35 留ケ谷1号公園 0.05 49 柏幼稚園 0.06
8 せいがん幼稚園 0.05 22 城南小学校 0.05 36 多賀城泉保育園 0.06 50 中財公園 0.03
9 高橋1号公園 0.06 23 中央公園 0.04 37 多賀城中学校 0.05 51 桜木花園幼稚園 0.05
10 高橋公園予定地 0.04 24 あやめ園駐車場 0.06 38 天真小学校 0.05 52 桜木保育所 0.04
11 大日南公園 0.05 25 多賀城東幼稚園 0.07 39 鶴ケ谷保育所 0.05 53 塩留公園 0.04
12 多賀城はるかぜ保育園 0.05 26 浮島保育所 0.04 40 鶴ケ谷児童館 0.05 54 桜木公園 0.03
13 第二中学校 0.04 27 高崎1号公園 0.05 41 西ノ神公園 0.04 55 旧・北日本自動車学院 0.04
14 南宮公園 0.05 28 多賀城高崎幼稚園 0.05 42 下馬みどり保育園 0.04
※測定値は、上記測定期間の平均値	※除染が必要なレベルは0.23マイクロシーベルト/時間以上			※次回は7月号に掲載予定です。
問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線234～236

❖市民持ち込み食材の放射性物質測定結果（2月分）
2月の測定はありませんでした。
放射性セシウムの基準値は、一般食品100ベクレル/kg、飲料水10ベクレル/kgです。
問／生活環境課総務企画係　内線232、233

❖�学校、保育所で使用する給食食材の放射性物質サ
ンプル測定結果（3月18日現在）

　学校給食と保育所給食の放射性物質を測定してい
ますが、基準値以下ですので、ご安心ください。
問／保育課保育係　内線183
　　学校給食センター　☎362-7874

❖水道水の放射性物質測定結果（3月1日現在）
　東北大学の協力を得て水道水の放射性物質を測定
していますが、検出されていません（検出限界値未
満）ので、ご安心ください。
問／工務課浄水係　内線787

市内の放射線量などに関するお知らせ

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至松島

西塩釜
駅

下馬駅
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市 民
内線237、238
生活環境課

市民生活に関する相談窓口の紹介など
平日午前8時30分〜午後5時
市役所2階　市民相談室

行 政
内線237、238
生活環境課

公共機関の仕事に関する苦情、要望など
12日㈫午前10時〜午後3時
市役所2階　市民相談室

法 律
内線237、238
生活環境課

相続、離婚、金銭トラブルなど
20日㈬午前11時〜午後4時
市役所2階　市民相談室（前日までに要予約）

人 権
内線237、238
生活環境課

人権に関する不法行為など
11日㈪午前10時〜午後3時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活
内線237、238 
生活環境課

消費生活のトラブル
平日午前8時30分〜午後5時
市役所2階　市民相談室

障 害 者・ 児
☎767-6646
ぱれっと
☎362-7872
けやき

訪問介護、施設への入所・通所、就労支援
などの相談
平日午前9時〜午後5時
ぱれっと(指定相談支援事業所)
平日午前8時30分〜午後5時15分
けやき(指定相談支援事業所)

障 害 児
☎365-2861
太陽の家

子どもの発達に心配のある方
平日午前8時30分〜午後5時15分
児童発達支援センター太陽の家

心 配 ご と
☎368-6300
社会福祉協議会

生活問題でお困りの方
4日、11日、18日、25日各月曜日
午前10時〜午後3時
社会福祉センター

高 齢 者
内線664
介護福祉課

介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待な
どでお困りの方
平日午前8時30分〜午後5時15分
各地域包括支援センターへ

（中央地区）　☎368-6350
（西部地区）　☎309-3950
（東部地区）　☎363-4055

成 人 健 康 相 談
内線132〜134
健康課

40歳以上で健康に心配のある方。健康・栄
養相談、血圧・体重測定など（要予約）
20日㈬午前9時〜11時15分
市役所地階　B101会議室

家 庭 ・ 児 童
内線675
子育て支援課

虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など（要予約）
平日午前8時30分〜午後5時
市役所1階　子育て支援課

母 子 ・ 父 子 家 庭
☎256-6512
宮城県母子・父子福祉センター

弁護士が無料で相談に応じます（要予約）
21日㈭午前10時〜正午
宮城県母子・父子福祉センター

母子・父子・寡婦
☎363-5507
宮城県仙台保健福祉事務所

生活相談、福祉資金貸し付け（要予約）
平日午前8時30分〜午後4時
宮城県仙台保健福祉事務所

女 性 の 健 康 相 談
☎090-5840-1993
宮城県女医会女性
の健康相談室

女性医師が、身体的・精神的不調、ストレスな
どに悩む女性の相談に応じます（要予約）
23日㈯午後2時〜4時
大河原町駅前コミュニティセンター
仙台市会場で希望される方はご相談ください

女 性
☎362-1934
多賀城交番

ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性
9日㈯・17日㈰午前9時〜午後5時
多賀城交番

児 童 ・ 生 徒 の
不登校・悩み相談
☎309-3686
青少年育成センター

不登校、いじめ、困っていることなど
面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
午前10時〜午後3時
市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日午前10時〜午後4時

各 種 検 査 な ど
☎363-5504
塩釜保健所

相談・検査は原則無料（証明書が必要な場合
は手数料あり）、（要予約・匿名可）
HIV抗体検査、クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、骨髄バンク登録
13日㈬、27日㈬午前9時30分〜11時30分
塩釜保健所

犬や猫の引き取り
☎363-5505
塩釜保健所

どうしても飼育できなくなった犬や猫の引
き取り
塩釜保健所に直接お問い合わせください

子ども専用無料相談電話　　0120-7
ナヤミ・ナーイ
83-701

（平日午前9時〜午後5時）

健康診査● 対象者に個別通知します。
人数調整などのため「年間カレンダー」に載せている
対象生年月日と異なることもあります。

3カ月〜4カ月児 14日㈭・22日㈮ 受付  12：10〜12：30
27年12月1日〜12月31日生まれ

1歳児COME☆かむ広場
（会場：子育てサポートセンター）

21日㈭ 受付  9：30〜9：50
27年4月1日〜4月21日生まれ

1歳6カ月児 5日㈫・28日㈭ 受付  12：10〜12：30
26年9月22日〜10月22日生まれ

2歳6カ月児歯科健診 12日㈫ 受付  9：30〜9：50
25年9月11日〜10月2日生まれ

3歳児 7日㈭・20日㈬ 受付  12：10〜12：30
24年9月18日〜10月17日生まれ

母子健康手帳の交付● 4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪ 受付  9：45〜10：00
保健師・栄養士のお話など(約1時間) 
持ち物は、妊娠届、個人番号カードまたは通知カード
と本人確認書類（運転免許証など）です。 

ことばの相談● 27日㈬ 受付  9：15〜13：30
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談(要予約)

乳幼児健康相談● 25日㈪ 受付  9：20〜10：00
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス(要予約)

BCG接種● 26日㈫ 受付  9：30〜10：00
対象はBCG接種を受けていない5カ月〜12カ月未
満児です。
予防接種手帳の予約票に記入し、母子健康手帳と体
温計をお持ちください。

予防接種手帳の交付● 3カ月〜4カ月児健康診査通知と一緒に送付してい
ます。転入などでお持ちでない方は、母子健康手帳を
お持ちのうえ健康課窓口へおいでください。

■�広報多賀城へのご感想やご意見をお寄せください。［地域コミュニティ課広報広聴係へ郵送（宛先は裏表紙参照）、
ファクス・メール・ホームページ］　多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104

　メールtagajo@city.tagajo.miyagi.jp　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

［
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月の相談 相談方法など詳しくは各相談窓口にお問い合わせください。4

▼ 携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問：健康課 内線135～138　会場：母子健康センター
※詳しくは、健康カレンダーや市ホームページをご覧ください。

ご厚意に感謝（敬称略）

　市内在住の60歳以上で働く意欲のある
方大歓迎
日時／13日㈬、27日㈬ 午後2時から
会場／シルバーワークプラザ（中央2丁目25-1）
問／シルバー人材センター ☎368-2350

シルバー人材センター入会説明会
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イベント情報
鶴ケ谷児童館　☎362-0763
会場はすべて同児童館。参加対象者は市内居住者のみ

イベント 対　　象 日　程 内　　　　容

おもちゃランド 乳幼児と保護者 4/14㈭
10:15～11:30

たくさんのおもちゃで遊ぼう！ボランティアによるお
はなし会もあります。

あつまれ！ 0～1歳児 0～1歳児と保護者 4/28㈭
10:15～11:00 おもちゃ遊び、身長・体重測定、保護者の自由交流

子育て講話＆フリー
トーク 乳幼児と保護者 4/28㈭

11:00～11:50 保育所所長による保育所、地域活動の紹介

作って遊ぶ「はっぱく
ん」メンバー募集 小学生25人（申込順）

H28年5月～29年
3月までの水曜日
（月2～3回）、
15:15～16:15

学校や学年の違う友だちと色々なものを作って遊んだ
り、皆でゲームを楽しんだりする小学生のサークルです。
申込／4/20㈬15:00から直接来館、費用／100円（年間）

中央公民館　☎368-0133
イベント 対　象 日　程 会　場 費用 内　　容 申　込

子ども映画会
市内に居住する幼
児から小学生およ

びその保護者
4/29（金・祝）
10:00～12:00 市民会館展示室 無料

「まぼろしの4番バッター」
「ぼくがおじいちゃんでお
じいちゃんがぼく」ほか

不要

市民スポーツクラブ（総合体育館）　☎365-1911　ファクス365-1900　 メール info@tagajo-sc.jp
イベント 対　象 日　程 会　場 費用 内　　容 申　込

親子体操教室
（全5回）

2～4歳の幼児と
その保護者20組

4/21、28、
5/12、19、26

（各木曜）
10:30～11:30

総合体育館
小体育室

2,500円
兄弟参加
3,800円

トランポリンやリズムダン
ス、マット運動など親子で
体を動かします。

4/14㈭まで直
接、電話、ファ
クス、メールで

大代地区公民館　☎364-8442
イベント 対　象 日　程 会　場 費用 内　　容 申　込

第2回貯筋運動教
室

（全4回）
60歳以上30人

5/11～6/1
の毎週水曜日

13:15～15:00
（初日のみ16:00まで）

公民館体育室 1,000円
中高齢者でも安全に行える
エクササイズ
講師：長谷川健康運動指導
士ほか

4/27㈬まで
直接または電話

ぴよぴよキッチン離乳食教室　健康課親子保健係 内線135～138
イベント 対　象 日　程 会　場 費用 内　　容 申　込

はじめてコース 5～6 カ月児の親
子12組

4/19㈫
9:20～12:00 母子健康

センター

300円 おんぶひも、エプロン、三
角巾、母子健康手帳、おむ
つ、ミルク、フェイスタオ
ルなど

4/12㈫まで

す て っ ぷ あ っ ぷ
コース

7～11カ月児の親
子12組

4/27㈬
9:20～12:00 400円 4/20㈬まで

健康ストレッチ教室、筋運アップ教室　介護福祉課介護予防係　内線665、666
健康づくりのためにぜひご利用ください。事前の申し込みは不要です。なお、混雑を避けるため、徒歩または自転車でお越しください。
①健康ストレッチ教室　問／多賀城市民スポーツクラブ☎365-1911
対象／60歳以上

②筋運アップ教室　問／金澤接骨院多賀城☎368-5815
対象／40歳以上

会場 シルバーヘルスプラザ
（集会室）

山王地区公民館
（体育館）

大代地区公民館
（体育館） 会場 山王地区公民館

（体育館）
大代地区公民館

（体育館）

時間
ショートコース（*）
10：00～10：50

ロングコース
11：00～12：00

13：30～14：30 13：30～14：30 時間 13：30～14：30 13：30～14：30

曜日 水・土曜日 火曜日 木曜日 曜日 木曜日 火曜日
4月 9、13、23、27 12、26 7、21 4月 14、28 5、19
5月 7、14、18、21 17、31 12、19 5月 12、19 10、24
6月 4、8、18、22 14、28 2、16 6月 16、30 7、21
7月 9、13、23、27 12、26 7、21 7月 14、21 5、26
8月 6、10、20、24 9、30 4、25 8月 4、18 9、23
9月 3、10、14、24 13、27 8、29 9月 1、15 6、27

＊ショートコースは、初心者向け
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公立保育所地域子育て支援事業　笠神保育所　☎365-6962　参加対象は市内居住者のみ

イベント 対　象 日　程 会　場 費用 内　　容 申　込

保育所で遊ぼう
0～6歳の乳幼児
と保護者15組

（申込順）

4/26㈫
10:00～11:30
9:45受付開始

笠神保育所 無料
園庭やホールでいろいろな
遊びを楽しみます。おやつ
あり。

4/23㈯まで
電話

子育てサポートセンター　☎355-7085
受け付けは9:00から。費用は無料。会場はすべて同センター。申し込みが必要なイベントの参加対象者は市内居住者のみ

イベント 対　　象 日　程 内　　　　容

おはなし会 乳幼児と保護者 4/15㈮
11:00～11:30 絵本や紙芝居の読み聞かせ

キッズデー 1歳6カ月以上の幼児と保護者
15組

4/19㈫
10:15～11:15

ママのストレッチ・親子で音楽に合わせて楽しく身体
を動かします。講師:OKJ認定インストラクター島貫 
照美氏　申込／5日㈫から

プレママ・プレパパ
集まれ

妊娠6カ月以降の安定している
方

4/24㈰
13:15～14:30

助産師からの話・子育てサポートセンターの紹介・先
輩ママとの交流・赤ちゃんとのふれあいなど

すくすくハッピー3 H26年10月～H27年2月生ま
れの幼児と保護者15組

4/26㈫
10:15～11:15

体操・手遊び・製作・バルーン遊び
申込／12日㈫から

親子クッキング 1歳以上の幼児と保護者12組 4/28㈭
10:00～12:00

わかめを使ったクッキングを楽しみます（プレゼント有）。
講師:理研食品㈱　申込／14日㈭から

すくすくハッピー1 H27年10月～H28年1月生ま
れの乳児と保護者15組

5/10㈫
10:15～11:30

赤ちゃんと一緒のストレッチ・軽い運動、ママが主役
のダンス、ママ同士の情報交換　講師:OKJ認定イン
ストラクター島貫 照美氏　申込／26日㈫から

西部児童センター　☎368-4142
受け付けは9:00から。費用は無料。会場はすべて同センター。参加対象者は市内居住者のみ

イベント 対　　象 日　程 内　　　　容

みんなおいで 1歳以上の幼児と保護者15組 4/20㈬
10:15～10:45 ふれあいあそび　 申込／11日㈪から

おやこのひろば 1歳以上の幼児と保護者 4/27㈬
10:00～10:50 いろいろなおもちゃあそび　 申込／不要

のびのび子育て講話 乳幼児と保護者 4/27㈬
11:00～11:40 保健師の講話とトーク、情報交換　 申込／不要

幼児グループ「いちご」
募集

4/2現在、2歳以上の幼児と保
護者20組（申込順）

H28年4月～29年
3月までの金曜日、

毎月1回～2回
10:15～11:00

1年を通して、いろいろな遊びを親子で楽しみます。
申込／4/15㈮午前9時から直接来館（幼児グループに
初めて参加する親子が対象）

3月3日㈭、鶴ケ谷児童館で行われた、
おもちゃランド。
たくさんのおもちゃに囲まれ、
子どもたちは大はしゃぎ。
おもちゃランドは、おもちゃで遊べるほか
おなはし会などもあり、
子どもたちだけでなくパパママの交流の場にもなっています。

レポート
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好評発売中 ベンチャーズジャパン・ツアー2016
日　時／7月29日㈮午後7時開演
会　場／市民会館 大ホール
料　金／全席指定　6,000円

好評発売中 喜劇「極楽町一丁目」
～嫁姑千年戦争～

出　演／ 浜 木綿子、前川 清、加藤 茶 
正司 花江、小野寺 丈、吉村 涼 
つまみ 枝豆、風間 トオル　ほか

日　時／6月18日㈯
　　　　午後2時開演（午後1時30分開場）
会　場／市民会館　大ホール
　　　　未就学児入場不可
料　金／全席指定 7,500円
C・FRIENDSメンバー 7,000円
※当日券のメンバー割引はございません。

★お知らせ★C・FRIENDS各協力店でのポイント交換は4月末までです！平成28年度メンバー募集も受付中です。

多賀城市文化センターよりお知らせ

多賀城市立図書館よりお知らせ

人口と世帯数（2月末現在）� ※（　）は前月差です。
人口  62,404人（－22人）� 世帯数  25,867世帯（＋1世帯）

＊＊＊チケット購入など…詳しくはお問い合わせいただくか文化センターホームページをご覧ください＊＊＊
4月の休館日／4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪
問／多賀城市文化センター　☎022-368-0131
※文化センターは、㈱ＪＴＢコミュニケーションデザインと三菱電機ビルテクノサービス㈱の共同事業体が運営しています。

最新情報 ロビーステージ＆サークルフェア2016
毎年恒例の楽しいイベント参加者・出店者募集します！
日　時／7月18日（月・祝）　午前10時から
会　場／市民会館　ロビー＆小ホールホワイエ
料　金／入場無料
申　込／4月16日㈯　午前10時から
※ ロビーステージ、サークルフェアそれぞれ募集内容が異なります。

防災情報テレフォンサービス
022-309-0228

防災行政無線の�
放送内容を確認す
ることができます。

参加者募集 スタインウェイを弾いてみよう！
日　　時／5月5日（木・祝）午前10時から
会　　場／市民会館　大ホール
好評につき申し込みはお早めに！
参 加 費／1,000円
募集組数／12組（1組30分）
応募資格／ピアノ経験者（小学生以上）
　　　　　大人のみの参加可
募集期間／4月10日㈰午前10時から（申込順）
申　　込／  専用チラシ裏面の申込書に記入の上、参加費を添えて

窓口へ直接

図書館からのお知らせ

移動図書館 さざんか号 4月の予定

図書館にご来館の際は、多賀城
駅南立体駐車場（図書館利用者
は2時間無料）と高架下の駐輪
場をご利用ください。

多賀城市立図書館
☎368-6226
年中無休
開館時間：9:00～21:30

iPad 講座
～もっと図書館を
 活用しよう～

図書館の資料検索も、外部サ
イトも、これを使いこなせれ
ば大丈夫。
①本の検索②棚（書架）の確認
③予約方法をレクチャーいた
します。
図書館をより良く、より効果
的に活用していただくための
iPad講座です。

■時間：
　10:00～10:30
■場所：
　図書館　1F　旅行の部屋
■参加費：無料
　当日会場にお越しください
■定員：10人程度

読み聞かせ会

多賀城市立図書館では毎週2
回読み聞かせ会を開催してい
ます。
水曜日はアットホームに。
土曜日は大勢で楽しみなが
ら。
絵本の中には、無限の世界が
広がります。

■時間：
　水曜日11:00～11:30
　土曜日14:00～14:30
■場所：
　読み聞かせスペース
■参加費：無料
　当日会場にお越しください
■定員：30人程度

駐車場・駐輪場について 連絡先

会　　場 日　　程 時　間
㈱NIPPO多賀城寮駐車場

4日㈪、18日㈪
� 9：30～10：00

旭ケ岡・防衛省住宅前駐車場 10：30～11：00
高橋・発向興業駐車場

5日㈫、19日㈫
� 9：30～10：00

ヨークベニマル多賀城店駐車場 10：30～11：00
新田公民館前

6日㈬、20日㈬
� 9：30～10：00

市営新田住宅駐車場
（※停車場所変更） 10：30～11：00

市民プール駐車場（※新設）
7日㈭、21日㈭

� 9：30～10：00
城南小学校北側駐車場 10：30～11：00
塩釜第三中学校内駐車場

11日㈪、25日㈪
� 9：30～10：00

丸山住宅集会所南側駐車場 10：30～11：00
多賀城小学校 14：15～15：15
桜木・県営住宅集会所前 12日㈫、26日㈫ 10：30～11：00
城南小学校 19日㈫ 14：30～16：00
多賀城東小学校 22日㈮ 14：30～16：00
天真小学校 27日㈬ 14：30～16：00
※�八幡・末の松山沖の井駐車場、多賀城ロジュマン管理センター前は廃止になりました。
市立図書館をご利用ください。
※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
※小学校の巡回日が学校行事や休校の場合は、お休みします。

※市立図書館は、カルチュア・コンビニエンス・クラブ㈱が運営しています。

4月 毎週月曜日 4月 毎週水曜日・土曜日
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多賀城市出身アーティスト！

郷古　廉
×

カメラータ・シュルツ・ウィーン
日　時／5月21日㈯
　　　　午後6時開演（午後5時30分開場）
会　場／市民会館　大ホール
　　　　※未就学児入場不可
料　金／全席指定　一般　6,000円
　　　　　　高校生以下　3,000円

好評発売中

多賀城D面-五[30].indd   30 2016/03/18   18:30:53


	施政方針
	市政情報
	くらしアラカルト
	まちかどニュース
	情報・交差点
	くらしの情報

